
Ⅲ.検 出 遺 構

A地区は、表御門を入った所に独立した棟を保っていた遠侍を中心とする地区である。調査 もまた、工事等の

関係からこの地区のみ調査期間を違えて単独調査を実施 した。調査の結果、時期の異なる 3期の遠侍棟およびそ

の関連遺構を検出した。

遠侍棟

3期の遠侍棟を検出した。建物下は各時期毎に客土と整地が行われてお り、従って新 しくなるにつれレベルが

高 くなっている。

最も古い遠侍棟 (図中実線で明示)は、礎石配置後床下に整地層Ⅱ 2(赤褐色粘質土層)を 貼っている。もっ

とも、礎石自体は南西イ員Jの一部を除いてほとんど抜きとられて遺存しない。ただ、抜き取 り跡が図示したように

比較的明瞭で、桁行11間、梁行2.5間の長棟であったと考えられる。この数イ直は、新・旧の古絵図の値 とも一致す

る。柱間は桁行で半間置き、梁行は2.5間 を 4等分 している。なお、新・旧絵図に描かれた、北東側の桁行に沿っ

て走る幅半間の縁は、この時期にはいまだ付設されていない。かわって、縁の外側のラインに沿うように石組み

の暗渠 (S D01)を 検出した。詳細は暗渠の項で記述するが、次期に縁を付設する際この暗渠は破壊されてしま

つ。

初期の遠侍棟が解体された後、当地一帯には整地層Ⅱ 5(淡黒褐色粘質土層)が約20cm前後の厚さに敷きつめ

られる。層内に炭化物片や瓦などを多く含んでいる。そして再び同位置に礎石が据えられ、床下には整地層Ⅱ 2

(赤褐色粘質土層)が貼られる。ただ、この期の整地層Ⅱ 2は 、以前のそれに比べると貼られた厚さが薄 く、礎

石の抜き取 り跡の検出を困難ならしめた。したがって、この期の建物規模は不明解な部分 も多いが、周囲の同期

の各遺構から判断すると、以前と同規模 。同位置と考えるのが妥当であろう。そして、新・ 1日の絵図に描かれて

いる縁を付設した建物が、実はこの期の建物であった可能性が高い。なお、遺存したこの期の礎石の中には以前

の礎石の直上に据えられた例も認められた。

最も新しい建物は、上記の建物上面に新たに整地層Ⅱ 5(淡黒褐色粘質土層)を敷いた上に構築されたもので、

建物の軸線がおよそ10°反時計まわりに振られている点が留意される(図中 1′点破線で明示 )。 それはあたかも南東

ゴーナー付近を避けたかのようである。ちなみにこの地区の南東コーナー付近は、山の岩板が眼前にそそり立っ

ている箇所で、調査時にも岩の細片がしばしば崩落してたいへん危険な地所であった。おそらく、そうしたこと

が当時においても留意され、建物の位置の変更をよぎなくされたのであろう。この期の礎石は、かろうじて建物

の方位を確認できる程度にしか残っておらず、建物の規模は把握できない。礎石の抜き取 り跡は、整地層Ⅱ 5の

土色に極似 しているため、識別不可能であった。

瓦塀 (S A01)

遠侍棟の北西側の梁行を、南西に延長する形で構築 した瓦塀の跡である。新 。旧の絵図に描かれているように、

一端は遠侍棟に、他端は山際に接していたようである。一部欠損しているが、基礎 として上面の平坦な割石を連

ねている。整地層及びレベルとの関係から、初期の遠侍棟に併存し、その後も引き続き存在していたものと予測

される。

区地A
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石段 (S V01)

割石を連ねて石段 としたものである。 3段を確認している。各ステップは巾3.Om(1.5間 )、 奥行25cm、 段差
7

cmを計る。石段の北西側には幅0.3m程度で勾配のある排水溝が付設されている。排水溝は残 り具合が余 り良 くな

いが、底には割石が敷かれ、適所にやや大型の石を置いて小さな段をし
つらえていたようである。石段の前後の

各テラス部は、灰褐色粘土に径 l cm前後の玉砂を加えて叩き締めており、現況でも極
めて固い。

城山を登る石段は、現況では表御門より直線的に延びている。ところが、か
つては遠侍棟を過ぎた所で一端左

折し、ほどなく石段を 3段上って、今度は右折して城に向かっていたことがわかる。この石段 も、先
の瓦塀跡と

同様、初期の遠侍棟に併存するもので、その後おそらく表御殿が解体されるまで命脈を保
っていたもの と考えら

れる。

犬走り状遺構 (S V02)

遠侍棟の南西佃1に、桁行に沿って造られた一条の石列遺構である。遠侍棟に伴なう大走 り状
の遺構と考えられ

る。面は南西側に揃っており、建物 との距離およそ30cmを 計る。整地層及び
レベルから、初期の遠侍棟に構築さ

れた遺構 と考えられる。

犬走り状遺構 (S V03)

SV02と 30cm程度の距離を保って、SV02のす ぐ南西に造られた大走 り状の石列遺構である。面は、やはり南西

側に揃っている。整地層及びレベルから中期の遠侍棟に併行する遺構 と考えられる。ちな
みにレベルは、SV02と

SV03では後者が20cm余高い。

方形石組み土拡 (S K01)

遠侍棟の裏、瓦塀のすぐ内側で検出した土サ。一辺50cm程度、最深部25cm、 断面は坑状を呈す。一部欠損して

いる箇所もあるが、当初は土城の四周に割石を組んでいたものと思われる。土城の内佃]には、灰白色
の粘土を貼

っていた形跡がうかがえる。初期の遠侍棟に併行する遺構。用途は不明である。

便槽 (S L01)

新 。旧両絵図 とも遠侍棟の裏に便所が描かれているが、この便槽は新 し
い絵図の位置に相応する。絵図どお り

3連 2間程度の規模が考えられる。完掘 していないため詳細は不明だが、便所の外形線に沿って板状の割石 を立

てている。

畳石 (S V04)

遠侍棟の南東4員 l梁行に沿って造られた畳石。自然石及び割石の平担面を上にして、霰零 (あ られ
こIFし )風に

敷きつめている。一部欠損しているが、幅0.4m、 長さ2.7mにわたって現存する。初期の遠侍棟に併イ子する遺構

である。ただ、この期の遠侍棟の床下には整地層Ⅱ2が貼られていたのに対し、当地のような屋外一帯は、灰褐

色粘土に径 l cm前後の玉砂を加えて叩き締め、その上に径 l cm前後の玉砂を厚さ10cm程度敷き
つめている。

石組み暗渠 (S D01)

初期の遠侍棟に併行して構築された石組みの暗渠。遠侍棟の桁行に沿って走る。御客厩や腰推卜
の方面の雑排水

を集めて流していたものと予測される。その勾配は、10m進んで13.lcm下がる率である。ところが、中期を迎え、

遠侍棟に幅半間の縁が付設されることになって、この暗渠はそのほとんどを廃棄する。縁の外側
のラインが、暗

渠の流れにぴったり符合するのである。暗渠は、底石の大半と側石の若干を残し、蓋石をす
べて撤去する形で破

壊され、整地層Ⅱ5(淡黒褐色粘質土層)が充損された。その際、側石や底石を巧みに利用して縁束石に転用し

ている。中には底石をそのままにして、底石上に側石を数段積み上げて縁束石とした例も見受けられた。なお、



中期に至りこの暗渠が破壊されるに及んで、それに代わる暗渠が当然施設されたはずである。B地区の 4B・ 4

C両区あたりには、この方面から流れ込んだ暗渠が数条存在するが、それらの中にはこの暗渠の代用として施設

されたものがあるように思われる。

石組み暗渠 (S D02)

S D01と 同期に造られ、以後継続して使用された石組みの暗渠である。S D01と は直交し、合流するとともに

表御門のすぐ南東の堀側に設けられた開口部へと向かう。この S D02は暗渠としては比較的大型で、蓋石も―辺

50cmに近い板状の割石を使用している。蓋石相互の隙間には小割石をはさんで埋める工夫がなされている。屋外

の地下を流れるこれらの暗渠は、先に畳石 (S V04)の所で記述した屋外の層序からすると叩き締め層の直下に

構築されている。構築順序に従って繰り返すと、まず暗渠が造られ、それを埋めるかたちで灰褐色粘土に玉砂を

加えた叩き締め層が形成され、最後に玉砂が10cm余に敷きつめられる訳である。なお、未確認ではあるが、おそ

らく城山の山道の雨水を集め、遠侍棟の裏を通して当地へ導いていたものと予測される。

木組み暗渠 (S D03)

中期の遠侍棟に伴なう暗渠と考えられる。暗渠は、遠侍棟の東隅、 S D01上 に設けられた石積み箇所に始まる。

石積みは、上部に平担な石を据えた雨落石であったと考えられ、ここへ遠侍棟の雨水が庇にしつらえた樋 (と ゆ)

などを伝って集められていたのであろう。雨落石から暗渠に入った雨水は(暗渠を流れていずれは他の排水同様、

堀へ流入することになるが、ただこの暗渠は表御殿跡では珍しく木製である。現在は腐植の進んだ両側板を残す

だけであるが、精査したところ、当初は底板および蓋板も存在したようである。つまり4枚の板材を組んだ木組

みの暗渠であったと思われる。
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区地B

B地区は、表御殿の玄関口にあたる式台から、典型的な書院造りの建物である御広間棟に至る一帯を占める。

御広間棟あたりは整地層Ⅱ 2(赤褐色粘質土層)カサL較的厚く広範囲に広がっているが、式台周辺では整地層Ⅱ

2上に整地層Ⅱ l(黄褐色粘質土層)、 Ⅱ 3(灰褐色粘質土層)、 Ⅱ4(黄灰褐色粘質土層)、 H5(淡黒褐色粘質

土層)が所によって層順を変えながら数cmの厚さで薄く層を重ねている。幾度かの建て替えがあったことを物語

るものであろう。

御式台

御式台は、礎石そのものは遺存しなかったが、その抜き跡が明瞭に残っており、間口 3間 を計る。御式台の外

周一帯は、灰褐色粘土に径 l cm前後の玉砂を加えて叩き締めており、極めて堅い。御式台の北東側には、遺存状

態の余り良くない雨落ち溝が確認された。途中を水道管の埋設坑で切断されている。雨落ち溝は、底石 と側石の

一部を検出したにとどまる。底石には偏平な自然石や割石が使用され、側石との関係から幅60～ 70cmの規模が復

元される。この雨落ち溝は、御式台の北コーナー、つまり御式台を入って左折する箇所のすぐ外側で、後述する

暗渠 (SD07)に 接続していたようである。なお、この御式台からその奥の寄附あたりの床下にかけて、幅 lm前

後の浅い溝が、数mの等間隔で北東から南西方向に平行して走っている。この溝を一部掘開したところ、溝底は、

あたかもキャタピラーの圧痕のような横縞状の凹凸が続いていた。これらの溝は他域の建物下でも確認すること

ができ、いずれも建物の外周をめぐる雨落ち溝に連接している。このことから考えても、一定の間隔で並ぶこれ

らの小溝は、建物下の排湿を意図した素掘りの溝と考えるのが妥当であるように思われる。ただ、溝底に残る縞

状の圧痕が、どのような意味を持ち、いかなる用途に供されたのか不明である。

御広間棟

御式台を入り、寄附そして中小姓詰所などを左に見ながら進むと、やがて正面やや右方に大きな建物が開けて

くる。御広間と称される書院造りの建物である。四周に幅 2間の縁側を設けた、 2列並置式の部屋が連なってい

たようである。ただ、現況では、建物の外側線に沿った礎石及びその抜き取り跡は明瞭に確認できるものの、そ

れより内側へ向かうにつれて痕跡がしだいに不明瞭となり、やがて存在しなくなる。したがって、建物の規模が

13間 ×11間 であったことは判然としているが、建物内の部屋割がどうであったかについては、不明な点が多い。

こうした現象を引き起こす要因として、この建物の床下一帯に、建物の外側線よりひとまわり規模のガヽさな床上

げ施設が存在したのではないかと考えられる。いわゆる「亀腹 (かめばら)」 風の施設である。このことを明らか

にするため、建物を四分する形でセクション帯を残し、断面観察を実施した。付図 3の平面図に付加した断面図

がそれである。断面を詳細に観察すると、亀腹状遺構のベースをなすのは、東辺で整地層 I(黄褐色砂礫層)が

確認される以外は、整地層Ⅱ2(赤褐色粘質土層)が占める。そして、これらのベース上に、③黒褐色粘質土層、

②黄褐色粘質土層、①暗赤褐色粘質土層が層を重ねている。いずれの層も良く築き堅められており、堅い。③ 。

①両層は、厚さ10～ 20cm程度の平行堆積を示すが、②層は両層間に部分的に介入するレンズ状堆積であることが

多い。これらの堆積層は現況で30cm程度を計り、本来はさらに厚く層を形成していたものと思われる。そして、

その表面には、どうやら白漆喰を薄く塗り込んで化粧を施していたようである。建物の外周をめぐる雨落ち溝に

流入した白漆喰層や、亀腹状遺構の肩部に残る白漆喰の広がり (2′点破線で明示)がそのことを物語っている。

この亀腹状遺構の立ち上がりは、北西側と南西側では建物の外側線のすぐ内側にあり、南東側で内側に約 lm

入った所、北東佃1では内側に約 4m入ってようやく立ち上がる。亀腹状遺構は、御広間棟全体からみると、西方
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に少し偏するように構築されていたようである。このことは、礎石抜き取 り跡の検出状況にも良 く表われている。

いずれにしても、建物の外側線に沿った柱列を整地層の直上に置き、内側の各柱をこんもりと基壇のように盛 り

上げた亀腹風の施設上に据えていたものと予想された。社寺建築に散見される亀腹のイメージに近いものがあろ

う。

なお、建物の外llll線 に沿った柱列は、 4辺 とも、その抜き取り跡が一条の溝のように連続している。おそらく

半間おきに礎石を据え、礎石の間を一まわり小さな石列で繋いで、建物の内外を画していたものと思われる。こ

うした構造の建物も又、しばしば見ることができる。

瓦塀 (SA02)

式台の北東 1員」面に始まり、 1間半北東へ向かった所で、南西方向に折れ、連綿と内堀に向かう瓦塀である。瓦

塀の基礎部分が、土の色調の差となって遺存している。瓦塀の基礎を施設する際、その位置を灰褐色の粘土を敷

いて叩き締めたためである。一部では、その上に連ねていた平担な割石が残っていた。それは、南西側で特に顕

著に認められた。南西方行の長い瓦塀の中位には、平重御門 (へいじゅうごもん)が開いていたようであるが、

現況ではその痕跡が全 く認められない。

石敷き路 (SS01)

御寄附の奥、 2列の連続する便所に挟まれた狭長な屋外スペースに設けられたく石敷き路である。幅約 1.Om、

総延長約10.Omに わたつて、連綿と偏平な石敷きが続 く。 2列各 4連、計 8室の便所を利用する目的で施設され

た路と考えられる。建物の位置関係から、このあたりは比較的湿気

が多かったものと予想され、そのために排湿に適 した石敷 き路が考

案されたのであろう。
:洲0_   SD04
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ところで、この石敷き路の北東端は、石敷きの幅が広がるととも

に、立石列にあたって止まる。そこは、絵図から判続すると御坊主

部屋のす ぐ外llllに位置する。なお、この地のす ぐ東にも石敷きのブ

ロックが確認されるが、この石敷 きはレベルから判断す る限 り、

SS01よ り少なくとも一時期古い遺構 と予測された。

便櫂

'(SL02-SL05)
先述の石敷き路 (SS01)に 沿って設けられた 4連の便所の地下施

設、つまり便槽遺構である。調査時には、いずれも円形素掘 りの土

拡であった。直径1,Om前後、深さ0.5m程度を計る。SL03・ SL04・

SL05に ついて断面観察 (S04-S06)を 行ったところ、断面はU字

状を呈しており、底部を比較的平担に収めている。覆土として 4層

が識別され、④灰褐色砂質土層、③黒灰褐色砂質土層、②黒褐色砂

質土層、①暗灰褐色粘質土層が順次層を重ねる。②層 。③層には炭

化物片の混入が多く、又、SL03と SL04の①層中には羽釜片の混入が

認められた。羽釜片は素焼きの大型品で、市内の武家屋敷の調査な

どでは、しばしば便槽に利用されていたタイフ
゜
のものである:こ の

ことから、当便槽も大型の羽釜を埋めていたのではないかと考えら

れるが、一方では、土城底部が平担であり、桶を埋置していた可能

一
０５
剛

SL04

O              l‖

…
図 3 B地 区遺構断面図

SD13
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性も捨て難い。

円形石積み井戸 (SE01)

直径1.Om前後、深さ3.Omを計る円形

石積み井戸である。御広間棟の南西、瓦

塀との間の屋外に設置され、絵図分類の

Ⅲ期に至って出現する。底部は、石積み

を安定させるため、角礫を敷きつめた上

に角材 4本を井桁に組んで陣木とする。

陣木は、いずれも松の心材が使用されて

おり、現在はその 1本が圧に屈して内イ員]

に跳ねている。陣木の上には、自然石と

割石力潮贋次積み重ねられて井戸の形をな

す。石の積み方には一定の方式が認めら

れず、いわゆる「乱石積み」である。断

面観察 (S02)の結果、覆土は、⑤黒紫

色ヘドロ層、④灰褐色粘土層、③黒紫色

ヘドロ層、②砂層、①淡黒灰褐色粘質土

層が識別された。⑤層は井戸掘開当初の

自然堆積層。再三清掃 したためか、ある

いは使用期間が短かかったためか、層は

10cm前後と薄い。④層は意識的な埋め土

と考えられ、無遺物で良く締っている。

先述の陣木の 1本が跳ねた際、石積みの

崩壊を防ぐためにとられた処置かもしれ

ない。③層は、若千の瓦や木製品 。土器

片などの遺物を包含する自然堆積層。井

戸として再利用がはかられたことを物語

っている。そして②層は、径1.0-2.Ocm

の玉砂を50cm程度投入した層。ここで井

戸は完全に放棄されたと思われ、その上

に厚く堆積した①層は、表御殿の解体に

伴って投棄された土砂である。礎石や瓦

などの混入も著しい。

図4 円形石積み井戸 (SEOI)実測図

ところで、井戸の周辺部についても精査したところ、4.0× 5.Omの範囲にわたって灰褐色粘土を入れて叩き締

めており、その上に若千の石が遺存していた。石は径20cm程度の自然石である。当時、井戸の周囲は石敷きとな

っていたのではないかと予想される。又、四隅はやや突出する傾向にあり、絵図には描かれていないが、井戸を

覆う上屋が構築されていた可能性も考えられた。
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石組み暗渠 (SD04)

御式台の南を西から東へ流れ、瓦塀 (SA02)に あたるとともに曲折 し、堀に沿って内堀へ向かう石組みの暗渠

であるg山道からの雨水を集めて内堀へ流すことを主目的に造られた暗渠と考えられる。当初より流量の多いこ

とを想定していたためか、幅50cm、 深さ50cmと 暗渠としては大型である。側石は割石を数段積んでお り、底石は

比較的偏平な板石を貼って、目地に漆喰を塗 り込んでいる。断面観察 (S01)の結果、暗渠内は黒灰褐色粘質土

の単純層によって埋没していた。層中に若千の本質・樹皮等が混入している以外に遺物は認められない。

なお、この暗渠のす ぐ南4貝]で、比較的小規模な石組み溝を検出している。切 り合い関係から、SD04以前に施設

されたものと解される。イ員l石 1段で底石はなく、幅20cm、 深さ20cmを計る。天丼石を備えた暗渠であったかもし

れない。南西より北東方向に流れを刻み、SD04に 接する間約3.Omを確認したにとどまる。

木組み暗渠 (SD05)

調査区南端で検出した暗渠である。流路を西から東にとりSD04に合流して内堀に開口する。石組みが確認され

ず、土中には本質が多く含まれる。先述 A地区の木組み暗渠 (SD03)に 連接 し、SD03同様 4枚の板材を組んで

暗渠にしていたものと予想される。

礫詰め暗渠 (SD06)

御式台の入口に沿 うように掘開され、過半で南折 してほぼ瓦塀 (SA01)に沿って内堀方向へ延々と走る暗渠で

ある。幅1.Om前後、深さ20cm余の素掘 りの溝に、径10～ 20cmの礫が充損されている。表御殿には、石や木組暗渠

に加えて、このような礫詰め暗渠も散見される。礫詰め暗渠は、比較的水量の少い箇所に設けられることが多く、

水を導 く機能よりも、土中へ自然に吸い込ませる役割に重点が置かれた施設と考えられる。その意味では、排水

施設というよりも排湿施設と言った方がより適切かもしれない。

石組み暗渠 (SD07)

瓦塀 (SA02)の 内佃」を、ほぼ建物に沿って L字に流れる暗渠である。御式台のJLコーナーに源を発 し、御広間

棟の西で大きく屈曲して、一気に内堀方向に進む。御広間棟の西コーナーでは、この暗渠のす ぐ内側に40× 50cm

の扁平な石が据えられており、暗渠の支流がその石に向って伸びている。この石の上面中央は丸 く不定形に凹ん

でいる。本来、四周を立石で囲んだ雨落ち石ではなかったかと想象され、その場合には、建物にそれ相応の雨落

ち施設が存在していたであろう。西コーナーで雨落ち水を加えた暗渠は、内堀へ向って約20m直進した箇所で、

後述の石組み暗渠 (SD08)に 合流する。

SD07は 、幅20cm余 、深 さ30cmに満たない比較的小規模なものである。ところが、その構造はすこぶる念入りに

造られている。まず、幅1.5m程度の掘 り方が掘開される。そして、その底部中央に厚さ10cmを 越える厚 くて硬い

板材が据えられる。これが暗渠の底となる。つまり、この暗渠は底が木材なのである。次いで、側石が積まれる。

惧l石は扁平な板石であることが多く、それが数段積まれて佃Jを 形成する。llll石の上には天丼石が乗って蓋がされ

るが、この側石と天丼石の間隙には黄灰色粘土が充損されている。粘土は粒子の細かい良質のものであり、石の

目地を埋めるというより石を粘土で包み込むように多量に使用されているのが留意される。漏水に相当気を配っ

ていたのであろう。

断面観察 (S03)を 行ったところ、この暗渠は、④円砂層、③黒灰褐色砂質土層の両層により埋没している。

④層の堆積は人為的なものであろうか。あるいは、周辺に敷かれていた円砂が、自然に流入したのであろうか。

判然としない。

石組み暗渠 (SD03)
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石組み貯水槽 (SF01)か ら流れ出る唯下の暗渠である。幅・深さともに40cmを越えており、天丼石には特に大型

の板石が使用されている。途中で SD07や SD04な どの石組み暗渠と合流しながら、最終的には内堀に開回する。

ところで、内堀に開回する暗渠は、表御殿全体で 3ヶ 所認められる。本例以外の 2ヶ 所は、10C区及び151区

の延長上にある。本例が表御殿の表向の雨水を集めているのに対し、10C区のそれは、主として庭園の園池の水

を、また、151区は奥向の雨水を集めてそれぞれ内堀に流すためのものである。

石組み暗渠 (SD090 SD10 0 SDll)

いずれも石組み貯水槽 (SF01)に 流入する石組み暗渠である。 3条 とも石組み貯水槽の北東慣]に 集中してい

る。SD09と SD10は 、御広間棟 と御書院棟の間を流れる溝 (SD13)に 連続する暗渠である。SD10が古 く、SD09

が新 しく施設されたと考えられるが、SD09新設後もSD10は 暗渠として機能していた可能性が高い。SDllは 、本

来は御書院棟の南東側を流れる雨落ち溝であるが、御書院棟の南コーナーを通過 したあたりからしだいにレベル

を減 じて、終に暗渠化する。暗渠と化す地′点は、御広間棟から伸びる瓦塀の接′点の位置である。どうや ら、瓦塀

を境 として、御書院棟側は開渠、御広間棟側は暗渠となっていたようだ。

礫詰め暗渠 (SD12)

御広間棟の南東慣]、 建物のす ぐ外を、建物に併行 して走る礫詰めの暗渠である。幅50cm前後、深さ30cm余を計

り、溝内の下に玉石、上に玉砂を充損して暗渠とする。集められた雨水は、自然に土中に吸い込まれる他、隣の

石組み貯水槽に流れ込んでいたものと思われる。

石組み雨落ち溝 (SD13)

御広間棟の北東を流れる雨落ち溝である。当初、この溝は、さらに北西より延々と真直 ぐな流れを刻む溝であ

ったが、能舞台の建立後は、その橋掛 りに規制されて流路を南西に迂回 (SD16)さ せている。 ところで、この雨

落ち溝は遺存状態が余 り良 くない。底石は皆無で、 4員 ]石 も欠損したものが多い。ただ留意されるのは、遺存する

llll石があまりにも規則的な点である。そこで絵図を仔細に検討しなおしてみると、新 しい絵図には、古い絵図に

みられなかった幅半間の縁側が付設されており、しかもその縁側の外ラインが、この側石の御広間棟側のライン

にみごとに乗ることが判明した。つまり、古い絵図の時期に雨落ちとして機能していたこの石組み溝は、新 しく

縁側が付設されたことにより、佃l石の一部がその縁側を支える縁束石に転用されたようである。石の間隔は半間

を計る。

もっとも、御広間棟と御書院棟の連結部あたりについては、そこが床下であることもあり、当初から暗渠であ

った可能性が高い。断面観察 (S07)の 結果でも、石が遺存しないため断定はできないものの、溝が漸次深 くな

り暗渠化の傾向が指適できる。因に、覆土の③層は黄灰褐色砂質土層、②層は黒褐色粘質土層、①層は黒灰褐色

粘質土層である。②層には炭化物片の混入が認められ、多くの遺物が混入していた。

石組み溝 (SD14)

御広間棟と笹之御間棟の間の床下を走る溝である。全体に余り遺存状態が良くないが、本来は佃l石 と底石で築

かれた雨落ち溝風の石組み溝である。溝は、御広間棟の西コーナーあたりで途切れるようである。底石は比較的

平担な石を敷き詰めており、その上に幅50cmの間隔を保って両側石が並ぶ。溝内は黒褐色粘質土の単純層によっ

て埋まるが、御広間棟より溝内にかけて、しばしば白漆喰が薄く流れ込んでいることがある。亀腹状遺構の表面

を飾った化粧の流入であろう。

石組み雨落ち溝 (SD15)

笹之御間棟の南西に設けられた縁側に沿うて流れる雨落ち溝である。井戸(SE03)に端を発し、石組み溝 (SD14)
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に合流するまでの間20mを 起える。遺構の遺存状態は余 り良 くない。溝幅は50cm、 底石がたいへん小さく、それ

をモザイク状に敷きつめている。SD14と の合流地′点より3mほ ど手前の箇所で、1条の小さな石組み溝が本溝に

流入する。この小溝は、既述の石敷 き路 (SS01)に 連接し、御祐筆詰所 と塀の間の狭長な屋外スペースを、鉤の

手に曲が りながら流れてきたものである。

石組み溝 (SD16)

笹之御間棟と表御座之間棟の間を延々と流れ下ってきた水は、能舞台が建立される以前は、御広間棟北東側の

雨落ち溝 (SD13)に 直結していたが、能舞台が建立されてその橋掛 りが水路を塞 ぐに及んで、迂回用の溝が新た

に築かれた。それがこれである。橋掛 りの西を迂回させて、一度 SD14に 流し込み、そして SD13で受ける。ほと

んど石組みを残していないが、土の色調の変化等から判断すると、幅30cm余の溝が復元される。

石組み貯水槽 (SF01)

御広間棟の南東恨1に平行するように掘開された狭長な貯水槽である。幅2.Om、 長さ19.6m、 深さ1.2m前後を

計る。石組みは、まず、長さ2.5m前後、直径10cm余の丸太材を杭で固定して陣木とし、その上に切石を順次積み

上げる。切石は、北西 (御広間棟)佃]に比べて南東側がやや規模を小さくする傾向にある。北西側の石積みのみ、

両端2mを 残して、上半を30cm余テラス風に拡幅している。階段状設施とも受けとることができる。北東側の石積

みには、 3条の石組み暗渠 (SD09。 10・ 11)の流入口が、又、南西イ貝]では、 1条の石組み暗渠 (SD08)の流出口

が口を開いている。開口部が比較的高い位置にあることが留意される。貯水槽の底部は、灰褐色粘土を敷きつめ

て漏水防止策とする。

貯水槽内の堆積土は、大きく上 。中・下の 3層、細かく分けると10層が識別された。下層は⑩黒灰褐色砂層、

⑨黒紫色腐植土層の 2層からなる。⑩層は御広間棟の外周に敷かれていた砂が流入したもの。⑨層は貯水槽とし

て機能していた時期の堆積層。当時槽内に生虐、していた巻貝の他、流入した植物遺体そして瓦や若千の木製品な

どが検出された。中層は砂層を主体とする投棄層。この段階で、貯水槽はその本来の機能を逸している。③黒灰

褐色砂層、⑦黒灰褐色砂泥層、⑥灰褐色砂層、⑤灰褐色荒砂層の 4層が識別される。③層はいずこの土砂を投棄

したのか、層中に磨滅した染付片などを含んでいる。⑦層にも同様に腐植土の混入が認められた。⑥層の最下部

は酸化鉄の沈着が著しく、黄褐色を呈しており、層中より桟瓦が多量に出土した。⑤層は、径 l cm程度の荒砂を

主体とする。上層は、粘質土を主体とする最終的な埋土である。④瓦と礫の混入層、③淡黒褐色粘質土層、②黒

褐色粘質土層、①黄褐色粘質土層の各層力潮原次層を重ねて埋没する。

この貯水槽は、表向各所から導かれた雨水の、最終的な集約地′点である。ここで汚泥を沈殿させて、浄水のみ

再び石組み暗渠を経て内堀に落している。内堀の水質汚染を防止する役割を担っていたようである。同時に、豊

富な貯水量は、緊急時の防火用水としての機能を兼ね備えていたであろう。先述の階段状の石積みなどは、その

ための人の出入を可能にする施設と解される。

ところで、この貯水槽には、矢板風の本製品が、3.Om余の等間隔で′点々と打ち込まれている。木製品は、幅30

cm、 厚さ3cmを 計る。いったい何の目的で打ち込まれたのであろうか。

石積み貯水槽 (SF02)

1辺 lm余、深さ0.2mの方形プランを保つ浅い貯水槽である。遺存状態が不良で、現況では側石若干を残すにとど

まる。北西方面からの雨水を、石組み溝を通して受けていたようである。炭化物片を多量に含んだ黒褐色粘質土層の

単純層で覆われている。この貯水槽が構築される以前、当地には、規模やプランは不明ながら、深さ0.7m余の土城が

穿たれていた。貯水槽は、この土城に多量の礫を投棄し、黄褐色粘土を敷きつめて整地した上に築かれたものである。
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区地C

C地区は、表御殿表向の東方、能舞台を南西にみるあたりに位置し、その南東に御広間棟、北西に表御座之間

棟、そして東には御休虐、之間棟などが存在する。この地区の整地層は、大旨 3様が識別される。それは、表御座

之間棟から御休慮、之間棟へと伸びる一帯、能舞台周辺、そして御広間棟あたりである。表御座之間棟から御休息、

之間棟へと斜に伸びる一帯は、整地層Ⅱ2(赤褐色粘質土層)が薄く広がり、下に整地層Ⅱ3(灰褐色粘質土層)

次いで I(黄褐色粘礫層)に至る。能舞台周辺も又、表面は整地層Ⅱ2で覆われるが、その直下に Iが広がり、

H3層 を介在しない。なお、能舞台周辺は、遺構検出レベルが最も低い箇所の 1つであり、他域との比高差20～

30cmを 計る。かつては、比較的湿気の集まり易い地所であったと予想される。御広間棟あたりは、整地層 Iが直

接露呈する箇所である。整地層 Iは、既述のとおり、表御殿の造営当初の大規模な造成工事によるもので、黄褐

色を基調とする粘質系の山土で構成されるが、このあたりは土取りの関係か角礫の混入率が高い。

御書院棟

御広間棟の東に雁行状に連なる御書院棟は、御広間棟と同様に大規模な書院造りの建物である。絵図をみると、

四周に幅1.5間の縁側を設けた、2列並置式の部屋が連なっている。ただ、現況では、建物の外側線に沿った礎石

抜き取り跡は明瞭に確認できるものの (ただし、南東辺は不鮮明)、 それより内佃1については、ほとんど未確認で

ある。したがつて、建物規模が絵図どおり12間 ×8。 5間であったことは明らかだが、各部屋ごとの間仕切について

は判然としないままである。このことから、先の御広間棟同様に「亀腹」風の処置が施されていた可能性が考え

られる。御広間棟の場合、そのことを裏付ける 1つの証左として、亀腹状遺構の肩部に残る白漆喰の存在を掲げ

た。白漆喰を塗って亀腹の表面を飾っていたと予測する訳である。この白漆喰が、御書院棟北西の雨落ち溝内で

も随所に流入しているのが確認された。亀腹の存在を断定するまでには至らないが、その可能性は十分指適でき

よう。

なお、建物の外佃」線に沿った柱列は、その抜き取り跡が半間おきに整然と並んでいるが、各抜き取り跡の間も

幅10～ 20cmの 細い 1条の溝によって連続していることが多い。おそらく、礎石の間を小さな石列で繋いで、建物

の内外を画していたのであろうも

能舞台

能舞台周辺は、先述のように遺構検出レベルの最も低かった箇所の 1つである。遺構検出に至るまで、黒褐色

粘質土が厚く堆積していた。当初、遺構が存在しないのではないかとも考えたが、他域より20～ 30cm低
いレベル

で、能舞台の地下構造物である漆喰製の桝が顔をあらわした。この漆喰桝は実に巨大なもので、能舞台の舞台と

後座の下および橋掛りの下全域を掘り窪めたものである。

舞台と後座の下に設けられた漆喰桝は、幅5.6m、 奥行8.3m、 最深部0,7mを計る。内壁の断面は逆台形、各角

は隅丸に整えられている。底部はコンターで明示したように、舞台中央付近で最も深くなり、その位置に直径40

cm、 深さ10cm、 断面椀状の窪みが作られている。ごみを集める塵穴のようなものか。逆に後座の中央は、尾根状

にやや高くなる傾向にある。その意図するところは分からない。後座下の向って右4貝]辺には、階段がある。漆喰

で 1段、その上に平担な切石を置いてもう1段 を加える。おそらく、後座の腰に出人口を設け、この階段を伝っ

て桝内に出入りができるようにしていたのであろう。なお、底部を詳細に観察すると、舞台下前方に 1辺 5 cm角

の圧痕が確認される。合計11個 を数え、本来は0.7m間隔で方形に繋いだ 4個をもって 1単位としたようである。

当初は共鳴用の甕を固定した台の痕跡ではないかとも考えたが、他の場所に同様の痕跡がなく、又、痕跡が
いさ

一-35 -一



図 与 江戸城本 丸表 舞台 (山崎静太良5「育ヒ舞蔓」より修正転写)

さか不規則で

もあり、能舞

台建立時の足

場の跡であろ

うと考えてい

註①
る。

ここで、漆

喰桝の構築法

につ いて少 し

触れてお くこ

とにしよう。

漆喰は「石灰」

の唐音。漆喰

はあて字であ

るという。「三

和 土 (た た

き)」 と同意

語。奈良国立文化財研究所で成分分析をお願いしたところ、この漆喰桝は、山土 。砂利・消石灰をおおよそ 5:

3:2の 比率で混合し、そこヘニガリ液などを加えたものであるという分析結果を得ている。この手の漆喰は水

を加えて練ると硬化する、いわゆる水硬性セメントとして古来より広く使用されたものである。漆喰桝を造るに

あたり、まず、広めの掘り方が掘られる。そして、背となる部分に板を垂直にあて、漆喰が打たれたようである。

それは、現代のコンクリー トエ法に極似している。ところで、打たれた漆喰を詳細に観察すると、漆喰は 3度に

分けて塗られていることが判明した (断面図―C断面などに破線で明示)。 まず外側下半で一度、次いでその上半

に、最後に内側と上端をやや薄く塗って一際念入りに叩く。そのことにより荒い成分はしだいに沈着し、細い粒

子のものや水分が浮上してくる。その頃合いを見計って、コテで丁寧になで上げると、あたかも白壁のごとき綺

麗な仕上がり具合いになるわけである。のち、漆喰桝が乾燥すると、掘り方が埋めもどされる。その際、あて板

はとりはずされ、灰青色の硬質粘土が下半に詰められている。この粘土は、未確認だが、漆喰を打つまえに漆喰

桝の下部一帯にも敷きつめられているかもしれない。そして、粘土の上に礫混じりの粘質土が充損され、掘り方

は完全に埋めもどされる。

一方、橋・tlり の下から検出した漆喰桝は、それ自体舟形を呈して独立しているb幅 1.7m、 長さ9.8m、 深さo.

5mを 計る。内壁の断面はやはり逆台形で、各角も隅丸に整えている。底部はコンターで示したように、両端近 く

でわずかに深くなる傾向が認められる。桝の構築法は舞台下のそれと全く同じである。ただ、レベルは、橋推卜り

下の漆喰桝の方が上端で20cm、 底部で25cm相対的に高い。

ところで調査時、これらの漆喰桝内には表御殿解体時の地均化のためか、土砂に混じって多量の礎石や瓦片な

どが投入され埋没していた。それは、断面観察の結果、舞台と後座下の漆喰桝で10層、橋掛りの下のそれで 2層

が識別される。舞台と後座下の漆喰桝は、⑩黒紫色腐植土層、⑨灰青褐色粘土層、⑧灰褐色粘質土層、⑦黒紫色

腐植土層、⑥灰青褐色粘土層、⑤黄褐色粘土層、④黒紫色腐植土層、③礎石 。瓦などの投棄層、②暗黒褐色粘質
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土層、①黒褐色粘質土層力り頂次層を重ねる。⑩層は瓦や板材などの混入が認められる層の薄い腐植土層である。

板材には柿板 (こ けらいた)が含まれており、絵図の付箋に記載されていたように、この能舞台の屋根が柿葺で

あったことを証明する好資料となり得よう。⑨層は良く締った粘土層である。漆喰桝の内壁立ちあがり近在に、

薄く貼り付くように検出された。③層には径 l cm程度の角礫の混入が著しく、又、④層中には植物遺体が多量に

見い出される。これら⑩層から④層までの各層は、いずれも漆喰桝の縁辺に流れ込むように堆積していたが、③

層に至り、機石や瓦などが土砂とともに一気に投棄される。そして、②層と①層により完没する。②
o①両層と

も層中に整地層I12(赤褐色粘質土)の土砂が混入している。①層が、漆喰桝完没後も20～ 30cm余累々と堆積し

ている′点については、最初に述べたとおりである。

橋推卜り下の漆喰桝は、②黒灰褐色粘質土と漆喰ブロックの混入層、①黒褐色粘質土層の両層で埋まる。②層の

漆喰ブロックは橋掛り下漆喰桝の破損品である。①層は舞台と後座下の覆土①層に同じ。やはり層中に整地層Ⅱ

2の混入があり、漆喰桝完没後も上部に厚く堆積している。

以上、調査で明らかになった能舞台下の漆喰桝について、その概要を記した。では、こうした漆喰桝は、能舞

台にとってどのような役害Jを果たしていたのであろう。能舞台の床下に甕を置 く例は、各所で散見されるところ

である。本例 も形態は異なるが、同様の機能が予測される。本例の場合、漆喰桝のす ぐ外側には礎石や葛石 (か

ずらいし)がすわり、その上に地覆が乗 り、能舞台の床をささえる腰長押との間は竪の羽目板が並んでいたよう

である。つまり、能舞台下は、腰から漆喰桝の底部に至るまで密閉構造であったと考えられるわけである。演能

時、演者が足で床を打って拍子をとる重要な動作があるが、その音響を高めようとする意図がこの構造から推測

される。楽器などの供鳴箱の原理に似る。

ところで、能舞台の床下全面を掘 り下げた類例は数少ない。歴史的にみると、音響劾果を高めるために考案さ

れた最初の施設と考えられており、桃山時代初期頃の発案 というl②その後、掘 り下げた床下の、足拍子を踏むあ

たりに甕を置いた例が、西本願寺の北能舞台に出現する。桃山時代から江戸時代初期頃のこと。それ以外の類例

は、現在のとこ

ろ、明治時代の

復古様式のもの

に限られている。

明治になって建

てられた喜多流

や宝生流の能舞

台、二条城本丸

御殿の敷舞台な

どがそうである。

二条城本丸御殿

の敷舞台は、近

年の保存修理工

事に際して発見

されたものであ

る。中書院三の

図 6 能 舞 台 の床 下構 造 (山崎静太郎氏論文より転写 )



間の床下が東西4.2m、 南北4.lmの範囲で、約0.5m掘 り下げられ、四周の壁面には石が整然と積まれていた。こ

の本丸御殿は、かつて京都御所内にあった桂宮家を、明治27年に城内へ移築 したもので、三の間は畳を上げて能

舞台にも活用できる略式の能舞台つまり敷舞台であった。いずれにしても、掘 り下げた箇所を漆喰で桝 とした例

は本邦初見と解される。なお、この能舞台が建立された時期は、Ⅱ章で述べたとおりV期、文化元年 (1804)ま
註①

でのことである。

最後に、発掘調査で検出した能舞台で検出した能舞台の遺構と絵図を対照しておこう。舞台と後座については、

漆喰桝の他にも礎石やその抜き取 り跡が残っていたため、間取 りを割 り出すのは比較的容易であった。舞台の柱

間は 3間、後座の奥行は 1間半と絵図に全 く同じである。脇座については、束石の痕跡がみあたらないため不明。

橋掛 りは、漆喰桝のほか礎石やその抜き取 り痕より、幅 7尺半、長さ 6間半弱の規模が割 り出され、その長さを

1間半強に四等分 して 3本の柱が建っていたと予想される。橋推卜りが舞台となす角度は51度前後と、これらの値

も又、絵図に良く合致している。その他、橋推卜り奥に並列する廊下などについては、遺構 として残っていないた

め照合できない。なお、調査時、能舞台の正面あるいは脇正面方向の空地では、白玉石の集積 している箇所があ

った。当地一帯が自州であったことを物語るものであろう。

ところで、表御殿には、これまで述べてきた本格的な能舞台以外にも、享保14年 (1729)に、敷舞台が造られ

たと伝える。その位置は、大規模な書院造 りである御広間棟内という。しかし、発掘調査では、その床下一帯の

精査にもかかわらず、音響効果を考えた施設はおろか、能舞台に関連すると思われる遺構は皆無であった。

御休息之間棟

能舞台の東方には、御休慮、之間棟が独立 した棟を形成 している。この棟には、御休息、之間の北東に「間適軒」

という名をもつ 4畳の茶室が付設されていた。調査の結果、建物の礎石そのものは多くを欠失 しているものの、

そのljiLり 方が明瞭に遺存しており、しかも絵図と良く符号 した。掘 り方は、建物の規模に比して大きく1。 2mに達

するものがあり、内には栗石が充損されている。

絵図をみると、御休虐、之間の部屋の北西 と南東佃」には濡縁が表現されているが、この部所の直下から濡縁のプ

ランにそって、漆喰を貼った遺構を検出した (図 8に網目で表示 )。 漆喰は、通常の漆喰に赤色顔料 (ベンガラ)

を混入しているため、全体に赤 く発色している。この漆喰貼遺構の構造を知るため断面観察を実施 したところ、

以下のことが判明した (図 7参照)。 まず、整地層 Iの黄褐色粘質土が、漆喰幅よりやや広めの1.3m幅 で、深さ

0.lm余 り溝状に掘 り窪められる。そこに整地層Ⅱ 3の灰褐色粘質土が0.lm近 く充損され、叩き締められる。こ

の粘質土は、あわせて建物床下にも敷きつめられたようである。そして、漆喰を貼る予定の各側辺に幅10cm前後

の切石状のものがあてがわれる。柱や縁束が くる位置では、その下に板石を置いて沈下を防いでいる。次いで、

径 l cm程度の玉砂が数cmの厚さに敷 きつめられ、その上からベンガラ入りの漆喰が打たれる。漆喰の厚さ 7 cm程

度。漆喰は最後に念入りに叩かれるため、ベンガラの赤 く細かい粒子が水分などとともに浮上して、表面を鮮や

かな真紅の皮膜となって覆っている。それにしても、濡縁の下を何故赤 く飾ったのか、このことは調査時以来の

疑間である。

なお、北西佃]の漆喰貼遺構では、その北隅にあ

たりに丸瓦や桟瓦をうまく差し込んで仕切瓦とし

ている。茶庭の露地などで散見されるものである。

ところで、漆喰が貼られ、礎石が据えられて、い

よいよ上屋を建てるという事前に、建物下となる
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Q

◎

図8 御休息之間棟遺構図

一帯に最後の化粧が施されている。それには、整地層Ⅱ 2の赤褐色粘質土が使用された。この土を、厚さ数cmに

敷きつめて、建物下の基礎工事は完了したようである。

一方、茶室 (間適軒)のす ぐ北東側、高塀にはさまれた狭長なスペースにも漆喰貼遺構が確認できる。この漆

喰貼遺構は、漆喰を貼ったのち玉石を適宜はめ込んだもので、霰こぼし風の通路であったと思われる。北西佃l過

半は、遺存状態が余 り良くない。南端で漆喰貼がみせる切 り込みのような細か
い曲折は、往時の茶室の外形線を

示すのであろうか。とまれ、この遺構も、先の真紅のそれなどともに、奇をてらった数寄屋風の処置と考える
の

が妥当かもしれない。

建物の南端には、細長い玉石を四角に組んだ遺構がある。内には玉砂利が充損されて
いたようで、す ぐ北東に

は切石が結界を作る。御休息、之間棟の屋根の雨水を受ける雨落ち桝であろう。

表御座之間棟

能舞台の北に位置する建物棟で、藩主などが公務時に座したところである。このあたりは建物下
の整地層Ⅱ 2

(赤褐色粘質土層)がひじょうに安定していたため、遺構の検出が比較的楽であり、又、遺構 も良好に残ってい

た。建物の礎石についてはその多くを欠失しているものの、遺存する掘 り方から位置を割 り出すことが可能であ
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った。それによると、礎石の位置はおのおのの建物の間取 りに即 して 1間毎、 1間半毎、 2間半を三分 したもの

などがある。そして、これら礎石列の各間には、北西より南東方向に走る小溝が認められる。合計 6条 をかぞえ、

この棟の床下全域に及んでいる。小溝の幅は1.Om程度、浅い皿状を呈し、溝底はキャタピラーの圧痕のような横

縞状の凹凸が顕著である。 B地区の御式台あたりで検出した小溝群に同様で、建物下の排湿を意図した素掘 りの

溝と考えるのが妥当と思われる。

ところで、縁側の内側のラインつまり建物側に沿った柱列は、その抜き取 り跡を繋 ぐように幅 10～ 20cmの溝に

よって連接 している。こうした様相は、これまでにも御広間棟や御書院棟で確認されたところである。おそらく、

礎石の間を小さな石列で繋いで、建物の内外を画していたものと思われる。

表御座之間棟に接 して東には、御張出し御座之間棟がある。この棟は、古絵図分類のⅢ期に御書院棟へ向かっ

て雁行状に伸長し始める・が、V期には全体的な改築が加えられるとともに御書院棟に完全に連接する。調査で検

出した、このあたりの比較的径の大きな礎石の掘 り方は、V期の改築時のものと予測され、絵図どおりの建物プ

ランを復元することができる。

土蔵 1

御休息、之間棟の東に位置する長狭な土蔵である。 5間半×1間 を計る。このプランに沿って、幅0.5m、 深さ0.

2mの溝が走る。溝内には良 く締まった黒灰褐色粘質土の単純層が充損されているがt一部、上部を平担にした石

を掘えていた痕跡が残っている。どうやら、上部の平担な石を適宜据えてレベルを一定にし、かつ沈下するのを

抑えた上で、その直上に葛石を配していたものと思われる。

なお、この土蔵の北側に端を発し、曲折 して御休息、之間棟の東へ向かう塀 (高塀)についても、同様の遺構が

検出されている。つまり、幅0.5m前後、深さ数10cmの溝が、塀の位置に沿って走る。土蔵 1と 同様の基礎工事を

施していたものと予想される。又t土蔵の東 。西の両コーナー付近には、土蔵す ぐ外側で石を方形に組んで雨水

を受ける施設、つまり雨落ち桝が設けられている。土蔵に樋 (と い)が推卜けられていたことを示すものであろう。

土蔵 2

土蔵 1の東に位置する土蔵である。 4間半× 2間半を計る。土蔵 1同様、幅0.8m前後の溝がプランに沿って走

り、内には上部を平担にした石を据える。石の間隔は、半間を原則とするが、 2ヶ所では半間の間にさらにイヽ規

模な石を 1つ配しているのが認められる。石の上面は、ToP。 87.46mに ほぼ揃っている。この石の上面には、やは

り葛石が座って土蔵の上屋を支えていたものと思われる。

又、土蔵の東と西のコーナー部分には、建物 とわずかな距離をおいて、雨水を受ける雨落ち桝が設けられてい

る。遺存の比較的良好であった西コーナーのそれは、石を方形に組んだ内に、径 5 cm程度の玉石を敷きつめてい

た。

漆喰槽 (SX01)

表向と奥向の各建物に挟まれた小空間に造られた漆喰製の貯水槽である。新しい絵図にはそれが描かれており、

「水溜」と記されている。長辺 2間、短辺 1間、深さ0.6m余、漆喰の厚さは0.2mを 計る。地表に姿をみせる上

端は平担に仕上げ、四隅を除く各辺には、半間おきに小さな板石を埋め込んでいる。また、上端外佃Iのみ幅10cm、

高さ10cmの立ち上がり部を設けている。どうやら上端には、地覆風の材が固定され、その上に丼筒状の構築物が

置かれていたものと考えられる。雨水を集め、非常用の防火用水の機能を持っていたのであろうか。類例を本丸

の天守閣周辺にみることができる。

この漆喰槽内は、 3層の土砂により埋まる。③層は黒紫色を呈する泥土層。底部に貼り付くように薄 く層を形

一- 40 -―
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図10 漆喰槽 (S× 01)実測図

成している。漆喰槽が防火用水の機能を保持している段階の土層であろう。② o①両層は機能を放棄後の土層。

②層は瓦や礫 。漆喰などを多量に含んだ層位。四周の地均化に伴って投棄されたものと思われる。①層は黒褐色

粘質土層。いまだ一部礫などの混入が認められる。

漆喰管 (SX02)

御休息、之間棟の東で検出した漆喰製の配管である。U字状を呈し、底辺は約15cmを 計る。現在はその一部を残

すにすぎないが、旧来は奥向の茶室「天光室」の奥あたりに端を発し、石組み暗渠 (SD23)に流入していたもの

と思われる。遺構を詳細に観察すると、漆喰管の下に砂を敷いて、その上に配管している。奥向の雑リト水を流し

ていたのであろう。

探 〔あずち〕跡 (SV05)

御書院棟の南、土居を背にし、両倶」を塀と門に囲まれた狭長なスペースを利用して、弓を射る手習いの場が設

けられている。この遺構は、その際、的の背後に築いた珠の跡と考えられる。絵図をみると、古い絵図の当該地

に「御珠」の称を読みとることができる。土居には本来、石垣が延々と走っているのだが、当地のみその石垣ラ

インを約半間ほど土戸llllへ窪め、そこに石を積んで珠を構築したものである。断面観察を行っているので、そこ

から知り得る構築法を簡単に追認しておこう。整地層 I(黄褐色粘礫層)上に形成された⑦ o⑥ o⑤の各層は、

土居の盛土である。⑦は灰褐色粘質土層、⑥は黄褐色粘質土層、⑤は淡黄褐色粘質土層。⑦層には礫が多量に混

入して、土居の基盤をかたち造っている。珠の築造は、まずこれらの各土層をその必要に応じて適宜扶 り取るこ

とから始まる。扶り取りが終わると、土居と直交する高塀のための石積みが最初に行なわれ、次いで挟 り取った

空間に高さ半間、幅 1間半余り石が積まれる。石積みは荒く、裏込め石もほんど認められない。専門の工人の作

―-42-―



事ではないかもしれない。珠は絵図で判断する限り、古い絵図の時期のみ存続し、新し
い絵図の段階には存在し

ない。珠の上にのる④黒灰褐色粘質土層は、蹂が放棄された新しい絵図以降に、意識的に積まれた土層と判断さ

れる。そして、③ o② o①の各層は、明治以降、土居を守る石垣がコンクリート壁に替わってから、客土な
いし

自然堆積したもの。③は黒灰褐色粘質土層、②は黄灰褐色粘質土層、①は表土層である。なお、⑨
o③両層は庭

園などからの排水を堀に開回するために設けられた暗渠に堆積した土層。⑨は黄褐色粘質土層、③は暗灰褐色粘

質土層を示す8図 中に矢印を付したのは、暗渠の流入方向を示す。矢印の両側の石は暗渠の側石、前方の礫 2つ

は、暗渠の閉塞石と解される。

畳石 (SS01)

能舞台の北、奥向の御客座敷棟より真直に南東へ延びる長棟の、南東端下あたりに位置する畳石風
の園路遺構

である。両側石のみ面を揃えて並べ、内には礫を適当に敷いて霰零 (あ られこぼし)と する。遺存状態は余り良

くないが、幅1.2mで廷長4.4m余を検出した。庭園に伴う遺構であろうか。絵図を見ると、当地は絵図分類の I

期以来、同様の長棟が存続していた箇所であり、 I期以前の遺構と考えざるを得ない。ちなみに、後述の石組み

暗渠 (SD19)よ り古く、かつ低いレベルに敷設されている。

埋甕 (SP01)

土蔵 2の北西辺の、北東端より1間半の所で、石の面を庭園側に揃えた石列が 1条伸びて
いる。この石列は、

おそらく高塀の基礎であつたと予想されるが、それに接するようにすぐ南西側には、羽のつ
いた甕が 1つ、土中

に埋置されている。甕の口径40cm、 器高45cm。 甕内は、②黄褐色粘質土層、①黒灰褐色粘質土層によって覆われ

る。土中に甕を埋置した例は、後述のように奥向で散見されるが、その用途 として便槽
・貯水などが考えられる。

ただ、本例がイ可の目的で使用されたかは断定がむずかしい。

円形石積み井戸 (S巨02)
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図12 円形石積み井戸 (SE02)実測図

土蔵 2の北東側で検出した井戸である。井戸の

一部は土蔵の石列に重複する。 したがって、調査

は、石列側を残し、対する半分のみ掘 り下げるこ

ととしたが、1.8m余下げたあたりで、側壁の土砂

の崩落が著しくなったため調査を断念した。井戸

は、直径0.7m前後の円形に石を積み上げている。

絵図をみると、古い絵図には井戸の記載があるが、

新 しい絵図ではこの位置には土蔵が描かれる。井

戸を埋めて土蔵を築造したものと予想される。井

戸は整地層 I(黄褐色粘礫層)よ り切 り込まれ、

以下、淡黒褐色粘質土層、再び黄褐色粘礫層、淡

黒褐色粘質土層が繰 り返され、次いで黄褐色砂質

土層までの各整地層が確認される。この井戸の掘

り方は、上部を一辺 3m余の方形に、下部を径2.

5mの 円形にした、いわゆる上方下円の形状を示

す。掘 り方下部外壁には、ベースが整地層ゆえ崩

落を防止する必要からか、幅20cm、 厚さ l cmぁ ま

りの板材を縦にあてていた箇所が認められる。掘

り方の土層として確認できるのは、⑩～⑭の各層。①黒灰褐色砂質土層、⑫灰褐色粘土層、⑩灰青色砂層、⑮黄

褐色粘質土層、⑭青灰褐色粘土層である。○は粘性の強い粘土で、⑩の砂は粒子がたいへん細かい。

井戸の石積みは、自然石と割石を適宜重ねた乱石積みである。そして、石積み内の堆積土層として確認してい

るのが、唯一⑬の暗黒褐色砂泥層。層中に炭化物片の混入が著しい。⑫～①の各層は、井戸を放棄した後の整地

層である。その深さ1.Omに達する。この1.Omの間に本来存在した井戸遺構は、井戸がよぶ湿気を遮断するため、

ことごとく撤去されたようである。土蔵 2を新築するに際しての所為であろう。したがって、整地層は粘質系の

土に砂を薄く挟みながら、そのつど築き固めて不透水化に努めている。⑫暗灰褐色砂泥層、①黒褐色砂泥層、⑩

灰褐色粘土層、③黄褐色粘土層、⑦灰褐色砂質土層、⑤淡黒褐色粘質土層、③黒灰褐色砂質土層、①黄褐色粘質

土層、そして⑨・⑥ o④・②の各層は砂層である。

樹根跡 (SK02)

表御座之間棟の前庭に位置する空間で検出した、径2.9× 2.6m、 深さ0.3mの土城である。土城内は、有機質に

富む黒色粘質土で覆われている。井伊家に残る表御殿御庭絵図をみると、このあたリー帯に坪庭が描かれ、各種

の植裁のあったことがうかがえる。したがって、この土城は、それらのオ直裁の樹根跡と考えるのが最も妥当と思

われる。因に、本報告ではそのつど取り上げなかったが、表御殿御庭絵図に描かれた他の坪庭あたりでも、この

土城に良く似た土拡が散見された。やはり樹根跡と判断される。

土lFA(SK03)

奥向の御客座敷棟から真直に南東へ伸びる長棟の下に築かれた土城である。長軸2.9m、 短軸2.3mの不定形な

形状を呈す。深さは0。 4mを計る。断面観察の結果、3層が識別された。最深部③層は、麻状の繊維が底部に敷か

れたように存在する。②層は黄褐色粘土層。叩き締めているのか堅い層である。そして、最上部には①砂層が充



損される。どのような機能をもつ土城であったのか不明である。なお、す ぐ南東の不定形な土城も又、同様に造

られているものと思われ、表面は砂で覆われていた。

石組み雨落ち溝 (Spll)

御書院棟の南東辺を流れる雨落ち溝である。ただ、 B地区で若千述べたように、御広間棟の東端より土居側に

伸びる瓦塀を境として、その御広間棟側ではしだいに比高を減 じて地中を流れる暗渠となり、終に石組み貯水槽

(SF01)に 流入する。この雨落ち溝は、遺構の残 り具合が不良であり、わずかな箇所で底石 と側石が検出された

にすぎない。なお、断面観察の結果、す ぐ南東側で、この雨落ち溝 とほぼ接するように平行して走る 1条の深い

溝が確認された。幅・深さとも1.Om余を計る。整地層 I(黄褐色粘礫層)よ り切 り込まれ、淡黒褐色粘質土層を

経て黄褐色粘礫層中に底部を置く。覆土は2層からなり、下部に②円礫層、上部に①黒褐色粘質土層が堆積する。

②層の円礫は径 3 cm前後を計り、何かを施設した際の基底部ではなかったかと考えている。①層は比較的新しい

投棄層。いまだ土層が安定していない。ところでこの溝は、調査域の南東端を延々と走り、終に石組み暗渠(SD08)

に流入する溝である。確認しているだけでも、総延長60興を越える。一体イ可を施設していたのか。その痕跡を残

していないため断定は避けたいが、樋筋を描いた絵図の中で、その端末が良く似たルートに描かれているのを知

る。

石組み雨落ち溝 (SD13)

御広間棟の北東1貝1か ら、御広間棟 と御書院棟の連結部へ と流れる雨落ち溝である。御広間棟の北東方面の様相

については B地区で述べたので、ここでは、両棟の連結部について観察結果を略記することにしたい。この連結

部は、建物の床下であることが考慮されたのか、当初よりどうやら暗渠であったようである。断面観察 (S07)

の結果でも、石が残っていないので断定はできないものの、溝が

'斬

次深 くなり暗渠化の傾向が指適できる。溝の

覆土は3層が識別され、③黄灰褐色砂質土層、②黒褐色粘質土層、①黒灰褐色粘質土層である。②層中には炭化

物片の混入が認められ、多くの遺物が混入していた。

石組み雨落ち溝 (SD17)

御書院棟の北東辺の雨水を受ける雨落ち溝である。溝幅0.5mを計る。底石をほとんど遺存せず、側石について

もその基底部をわずかに残すにすぎない。ただ、その掘 り方のプランは比較的良好で、その位置を追認すること

ができた。

石組み雨落ち溝 (SD18)

御書院棟の北西辺をめ ぐる雨落ち溝。この雨落ち溝も遺存状態は余 り良 くなく、底石・側石 ともに欠損したも

のが多い。ただ留意されるのは、遺存する底石が規則的である点である。この′点は、 B地区御広間棟の石組み雨

落ち溝 (SD13)の 場合 と同じ理由が考えられ、濡縁が後補されて底石が縁束石に転用されたことを物話っていよ

う。各石の間隔は 1間である。中央付近で行なった断面鶴察 (S08)では 4層が識別された。④黒灰褐色粘質土

層、③黄褐色粘質土層、②黒色泥土層、①黄褐色粘質土層の層順を示す。④層中には径l cm前後の荒砂が多く流

入し、瓦の出土が顕著であった。又、② o①両層には能舞台の周辺を飾った白玉石の混入が認められた。

石組み暗渠 (SD19)

能舞台の裏を北東より南西に向かって直線的な流路を刻む石組みの暗渠である。北東イ貝]は、古い絵図に描かれ

ていた御守殿北西辺の雨落ち溝ラインの延長上にあり、南西端は、直交する石組み暗渠 (SD24)に 合流する。御

守殿存続当初は、御守殿の雨水をSD24ま で運んでいたものと予想される。延長は30mに 近い。暗渠の内の りは、

幅 0。 5m、 高さ0。 3mを 計る。その規模は、表御殿に構築された暗渠としては大きく、基幹的な暗渠の一つであっ
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たと解される。

ところが、この暗渠は、御守殿が解体されるにおよんで本務を失うことになったにもかかわらず、放棄されず

に他の雨水を集める暗渠に転用されて延命したようである。例えば、御客座敷棟より南東へ伸びる長棟の雨水を

導く小型暗渠がこの暗渠側面に付加されたり、又、漆喰桝 (SX01)の あった坪庭や能舞台北の坪庭のリト水 (SD25

。SD26)が導かれている。いずれも、明らかな後補である。

こうして存続することになった暗渠であるが、能舞台建立の際には、その橋推卜りが暗渠を切断することになり、

暗渠は急きょ流路を北西に振る。やや蛇行する流れがそうである。見るからに応急的な観があり、規模も小さい。

ともあれ、絵図分類の I期に基幹的な暗渠の 1つ として生まれたこの暗渠は、Ⅲ期には本務を失い、以後は雑水

を集める施設として、V期の能舞台建立に伴う遮蔽の危機をも乗り越え、最後まで命脈を保ったわけである。
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この暗渠については、 3ヶ 所で断面観察 (S15。 S16・ S17)を行なった。その結果、いずれのセクションで

も、佃l石および天丼石は存在またはかつて存在したことが確認されるにもかかわらず、底石は当初から存在 しな

かったようである。底石に替わり、灰褐色粘土を叩き締めて底部 としている。 S15と S16では、底部の上に各層

が綺麗なレンズ状堆積を示す。④黄灰褐色砂質土層、③炭化層、②黄褐色粘質土層、①砂層の各層である。④層

は暗渠が機能している段階で堆積したヘドロの硬化したもの。③層は能舞台の建立に際して解体した、長棟の廃

材を焼いたものが流入したのであろうか。② o①両層は、能舞台の建立に伴って奥側
二帯が整地を受け坪庭と化

すが、その整地土であるようだ。②層は整地層Ⅱ l、 ①層は径 5 mm程度の砂の充損層である。一方、S17では、

土層の様相がやや異なる。④層は炭化物片を多量に含んだ黒褐色粘質土層。S15。 S16セ クションの③層に相応

するようである。そして、③層は黄灰褐色粘質土、②層は砂層、①層は坪庭の各遺構覆土としてしばしば確認さ

れた有機質に富む黒色粘質土。坪庭の整地土上に敷かれ、植裁の養土に供されたのであろう。

雨落ち溝 (SD20)

奥向の御座敷棟から真直に南東へ伸びる長棟の北東側雨落ち溝かと思われる。ただ、現状では倶l石や底石が全

く確認されず、幅1.5m前後、深さ0.4mの断面椀状を呈す 1条の溝が存在するだけである。溝内には、②暗灰褐

色粘質土層、①暗黄灰褐色粘質土層が堆積する。この溝は、南東の直交する石組み暗渠 (SD21)に 合流していた

ようである。

石組み暗渠 (SD21)

SD20な どが合流する石組み暗渠:規模の大きな暗渠で、SD19と 同じく、暗渠の基幹をなしていたのであろう。

北東端は、かつては奥向を延々と走る暗渠に連続していたものと思われるが、奥向に御座之御間棟が新築される

とともに分断されている。南西端は、一度折れてす ぐに SD19と 交わりながらそのまま直進し、おそらくは漆喰管

暗渠 (SD22)に連なっているものと予想される。SD19と の交点あたりは、後世の樹根により撹乱されて定かでな

い。

漆喰管暗渠 (SD22)

御書院棟の北東で検出した、漆喰管利用の暗渠。幅
。長さとも 1尺 5寸、厚さ 2寸の漆喰板を角筒状に組み、

接合部をさらに漆喰で目貼 りした管を、次々と撃いで暗渠としたものである。江戸時代の彦根城下に施設された

上水道管である石樋 (正確には漆喰樋)に、その構造が良く似ている。この暗渠は、未確認ながら、北西は御休

息、之間棟の下を通って石組み暗渠 (SD21)に 連続しているものと予想され、一方、南東4貝]は先述の政跡を経て、

内堀に開口しているのであろう。暗渠延長上の土居の内堀佃J石垣には、石を組んだ落し口が設けられている。暗

渠流域では、SD21か らの排水に加えて、庭園を始めとする周辺の排水が、この暗渠内へ流れ込んでいると予想さ

オ■る。

ここで、 S14で実施した断面観察の結果について、若千ふれておくことにしよう。 S14あ たりになると、勾配

をつけて暗渠に流れを与える必要から、相当深くなっている。漆喰管の天丼に達するまで、0.9mを計る。暗渠掘

り方の幅は1.Om、 深さは完掘していないため不明ながら1.5mに近い数値が予想される。暗渠施設後の埋土とし

ては、 5層が識別される。⑤層は灰褐色粘土に山砂を加えて締め固めた土層。漆喰管の側面そしておそらくは底

部にもめぐっているものと思われる。漆喰管のまわりをかためる固定材である。④層は砂礫層。砂は川砂。礫は

径 5 cmに 末たない小型の角礫。砂多く礫は僅かである。漆喰管の上面を直接覆う土層である。③層は黄褐色粘土

層。整地層Ⅱ lに 同じであるが、厳選された粘土である。②層は④層に同じ砂礫層。ただし、砂と礫の混入率は

逆転している。最上部の①層は黒灰褐色粘質土層。径10cm前後の円礫の混入が著しい。



石組み暗渠 (SD23)

奥向の御客座敷棟から真直に南東へ伸びる長棟には、途中、北東佃]に貼 り足すように 6畳半の 1部屋が設けら

れている。本例は、この部屋の東隅に作られた雨落ち桝に端を発 している。その後、長棟 と奥向の御座之御間棟

の間をぬけて、御休虐、之間棟のす ぐ北東側を流れ、最後には庭園の排水を集める溜桝に開口していたようである。

その流路ならびに検出レベルから考えて、御休慮、之間棟築造以降、つまり絵図分類のV期以降と考えるのが妥当

であろう。この暗渠の特徴は蓋石にある。表御殿でみられた通常の暗渠蓋石は、側石などと同様の方形に近い板

石であった。ところが、本例の蓋石は、厚 く長い石材で複数の側石を一気に覆う。他の目的で製作されたものの

転用か。

石組み雨落ち溝 (SD24)

表御座之間棟とB地区。笹之間棟の間を、北西より南東に流路を刻む石組みの雨落ち溝。当初は、笹之間棟北

コーナーあたりに端を発し、御広間棟と御書院棟の間 (SD13)を ぬけて石組み貯水槽 (SF01)に達するまでの約

65mを延々と真直に流れていたのであるが、能舞台の建立の際、橋推卜りを避ける必要から、一部南西に迂回(SD16)

させていた。溝の遺存状態は悪く、4員 ]石・底石ともほとんど残っていないが、断面観察 (S24)では、当初それ

らが存在したことは明白である。断面観察の結果、覆土として⑤～②の4層が識別された。⑤暗黒灰褐色粘質土

層、④炭化層、③灰褐色粘質土層、②整地層Ⅱ lと③層のブロック状混入層である。⑤層は掘り方の土、④～②

層は流入土である。④層の炭化物は建物を建て替えた際、廃材を焼却して成起したものであろう。笹之間棟佃1の

床面でも炭化層の広がりを確認することができた。この層中からは灯明皿などが比較的まとまって出土してい

る。

なお、遺構の状態が不良なため断定はできないが、この雨落ち溝の場合、絵図を対比すると、流域が建物下 と

なる箇所が所々認められる。その場合、排湿のために建物下のみ溝に蓋をするなどして暗渠化が計られていた可

育旨性がある。

礫詰め暗渠 (SD25)

表向と奥向に挟まれた坪庭空間の雨水を集めて、石組み暗渠 (SD19)ま で送る礫詰めの暗渠である。その発端

部は、のちに漆喰桝 (SX01)に切 り込まれて遺存しない。幅0.5m、 深さo.5m、 断面は明確なU字状を呈 してお

り、この溝内に礫が充損される。断面観察の結果、 2層に分層することができた。②層は径10cm前後の角礫及び

円礫層。①層は径2cm程度の荒砂層である。①層は礫詰め暗渠の化粧と解される。

礫詰め暗渠 (SD26)

能舞台北の坪庭の雨水を集める礫詰め暗渠である。先述の礫詰め暗渠と同様に、下部に径10cm前後の角礫及び

円礫層、上部に径 2 cm程度の荒砂層が充損される。ただ、断面観察を実施した石組み暗渠 (SD19)と の接合部を

みると、SD19への流入国のみ石組みとして補強しているのが溜意される。石組み内には、石組み暗渠 (SD19)と

同じ堆積土、②黄灰褐色粘質土層、①黒灰褐色粘質土層がそれぞれ堆積する。

礫詰め暗渠 (SD27)

SD25と 同様、表向と奥向に挟まれた坪庭空間に端を発する礫詰め暗渠で、途中でSD25と 交差(SD27は SD25に

切られる)し ながら東方へと流れを刻む。その延長部については未確認。断面観察の結果、幅0。 5m、 深さo.4m、

断面U字状の溝内に、②径10cm前後の角礫及び円礫、①径 2 cm程度の荒砂をそれぞれ充損する。SD25。 SD26の両

暗渠と同一工法の礫詰め暗渠である。
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区地D

D地区は、表向の最も奥まった箇所に位置し、御料理之間や御台所など調理補給を主とする各建物で構成され

る。この地区は、背に彦根山 (金亀山)がせまり、西は尾根が張り出し、北は谷筋となる。表御殿の造成時に

はこのことが考慮され、尾根の張り出す西佃1は 山を削って石垣を積み、逆に谷筋となる北側は多量の土砂が投入

されて地均化されている。地均時の客土が整地層 I(黄褐色粘礫層)であることは再三述べてきたとおりである。

ところで、D地区は後述のG地区とともに、客土が頻繁に繰り返えされた地区である。それは、造改築がそれだ

け著しかったことを物語っている。D地区の場合、建物下の客土は全体としてみると整地層 I上に整地層H3(灰

褐色粘質土層)さ らに上部に整地層Ⅱl(黄褐色粘質土層)が重なる。一方、屋外は西側で整地層Ⅱ2(赤褐色

粘質土層)、 南側で整地層Ⅱ4(黄褐色粘質土層)が広がっている。ところが、局所的に客土層の著しい箇所が散

見される。それは全体的な客土のように層が厚くなくて、わずか数cmの場合が多く、しかもそれが薄皮を貼り付

けたごとく累々と層をなす。土層は通常の整地土以外にも厳選された灰色粘土や乳白色粘土であったり、炭化層

であることが多い。調査当初は、この層を1枚 1枚剥いでいく、文字通りの層位発堀を心がけ、どの層位から遺

構が切り込まれているのか確認すべく努めたが、それを面的に把握するのは作業として不可能であることが判明

したため、この調査方法は断念せざるを得なかった。

検出した遺構と絵図を照合すると、主要な建物の柱筋について、礎石抜き取り跡が明瞭に残っていたため、建

物の位置関係を割り出すことができた。ただ、付設的な建物の中には柱の痕跡が全く見い出せないものもあり、

それらについては絵図に描かれた柱筋をそのまま平面実測図中に転写した。もっとも、その場合でも柱以外の痕

跡、例えば建物の外周を廻る溝などから推して大きな誤謬はないものと思われる。ところで、絵図をもう少し仔

細にみると、御料理之間と御台所に「イロリ」や「カマ ド」が描かれている。「イロリ」は御料理之間と御台所に

各 1基、「カマ ド」は御料理之間に4基ある。「カマ ド」の 1つは焚回の 3つある 3連式のもので、いわゆる「三

つべっつい」と称するものであろう。調査時から、「イロリ」や「カマ ド」に伴う何がしかの痕跡があるものと一

帯を精査したが、その明瞭な遺構を見い出せなかった。わずかに関連遺構として 2つの落ち込み (SK06・ SK07)

が検出された。SK06は、先述のように薄い客土が累々と層をなす御料理之間北西側に位置する。客土には、場所

がらか焼土層や炭化層が多い。SK06は そうしたなかに構築された 2条の溝状落ち込み。幅0.3mと o.5興、深さ0.

2m前後、長さは不確定ながら5m余を計り、両者間は lm(半間)。 断定はひかえたいが、ある時期に設置され

た「カマ ド」の基礎部ではないがろうか。断面観察 (S30)の結果、この溝状落ち込みの内およびその周辺で、

6層の異なる土層を確認した。⑥層は焼土

と整地層 Iの混入層、⑤層は炭化層、④層

は焼土層。⑤、④両層は幾度か互層となっ

て薄く層を形成している。そして②層の白

漆喰層と①層の整地層H4(黄灰褐色粘質

土層)力滞Б分的に敷きつめられる。仮にこ

の遺構が「カマド」の基礎とすれば、「カマ

ド」の撤去後、周辺の炭化層や焼土層で埋

めて、白漆喰や整地層H4の土層で化粧を

施したということになろう。
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図14 D地区遺構断面図
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一方、もう1つの落ち込み

(SK07)は、御料理之間と御

台所にまたがるように存在す

る。周辺は薄い客土が幾度 と

なく層をなしている。SK07は

長辺5.2m、 短辺2,3mの長方

形フ
゜
ランをイ呆ち、深さ10cmを

計る浅 く広い落ち込みである。

内部には砂が一面に充損され

ている。この遺構 も「カマ ド」

の基礎のような遺構ではない

かと思料される。

石敷き遺構 (SV06)

御料理之間の隣、御膳部屋

に端を発 し、御料理之間を囲

むように途中で L字 に曲接

して御茶部屋の手前までの間、

その竹稼の下全面に施された

石敷き遺構である。御茶部屋

に近い側は、石の欠損がめだ

つが、精査したところ、その

抜き跡が随所で確認された。

石敷き遺構は、特に中央に大

型の石を敷 く傾向が認められ

る。絵図に付された付札をみ

ると、「竹橡大損し根太尾引古

相用張替、床力損 し繕候、大

水流し弐力所損取替」 とあり、

当所が湿気の多い所であった

ことが分かる。竹橡下を石敷

きとするのは、そうしたこと

が配慮されたからであろう。

この石敷き遺構は、御茶部屋

下で石組み暗渠 (SD38)に連

接 し、 さらに SD241こ 繋がっ

て流下していく。

桶積み井戸 (SE03)
図15 桶積み井戸 (SE03)実測図



御料理之間の南、土間の屋外に設けられた井戸。新
。旧両絵図に描かれてお り、比較的長 く命脈を保った井戸

であったと思われる。まず、井戸の構築法を追認することから始めよう。この井戸は、他区の井戸に比べて一ま

わり大型である。井戸の構築は、直径1.5m、 深さ5.Omに達する穴を掘ることから始められた。次いで、底に径

20cm前後の角礫が敷きつめられる。そして、その上に底のない桶を任l立させて 3段、テラスを設けてさらに 2段

積み重ねる。桶は縦板を円形に組んだもの。下方 3段に対 し上方 2段がやや大きい。縦板の数は、下方 3段はい

ずれも31枚、上方は下段が27枚、上段が37枚 を数える。縦板を個々に良 く観察すると、板 と板の相互の接合に鉄

製 。竹製の「あい釘」が使用されているのがわかる。図中に黒 く塗 りつぶしたのが鉄製、白ヌキで表示 したのが

竹製である。桶の底部 (図では上端)近 くの接合に使用されていたようで、下方 3段は竹製、上方 2段は鉄製。

下方 3段は、やはり錆やすいことが考慮された結果 と考えられる。桶と掘 り方の間は余 り距離をとらず、間隙に

は底部に敷いたものと同様の角礫が充損されている。湧水を得やす くするための措置か。湧水を得やす くするた

めには、もう 1つ別の工夫がなされているのを知る。それは下方 3段の桶の縦板に認められるもので、よくみる

と下方 1段 目と2段 目の中位に15× 7 cmの 角孔を相対するように 2つ、下方 3段 目には同様の角孔を中位に 4つ、

やや下に 1辺 5 cm余の小角孔を 4つ、そして下端に 1辺 15cm余の決 りを 4つ配している。角7Lや扶 りは板の中央

に、小角了Lは板と板の合わせ 目に穿たれる。いずれも桶を設置するに際しての処置であろう。桶の下方 3段 と上

方 2段のつなぎ部は、桶の規模が異なるためテラスとなる。ここには黄灰色粘土を敷きつめて漏水を防いだ上で

角礫を置いている。角礫は桶の沈下防止でもあったようだ。

井戸内の堆積土は11層 を数える。①層は黒紫色ヘ ドロ層、以下、⑩灰褐色砂泥層、⑨黄褐色砂泥層、③暗灰黒

色砂泥層、⑦黄灰褐色砂質土層、⑥灰褐色砂質土層、⑤黄褐色粘質土層、④炭化層、③砂層、②黄灰褐色砂質土

層、①黒褐色粘質土層力潮贋次層を重ねている。これらの各層の中で、井戸がいまだ井戸として機能している時′点

での堆積土は唯一①層と考えられる。層中より釣瓶ほか陶磁器片や木製品が出土している。⑩・⑨・③層は意図

的な投棄層。この 3層 により井戸の大半が埋まっている。⑩層には板状の漆喰ブロックが多量に混入する。後述

するように丼戸外周に床として打たれていたものかもしれない。⑨
o③両層には礎石を始めとする大 。小の礫や

瓦などの混入が著しい。⑦―①の各層は、周囲の建物などが解体された際、漸次流入した土層と考えられる。炭

化物片や整地土の流入が基本である。

ところで、井戸の外周は、2.5× 3.Om、 深さ0.lmの方形に一段落ち込んでいる。落ち込み内では裏込めなどに

よく使用される黄灰色粘土の広がる箇所があり、どうやら落ち込み内に石状のものを敷きつめていたようである。

石が全く確認されないことを、井戸への投棄層の最初の層つまり最下部の投棄層 (⑩層)中 より多量の板状漆喰

ブロックが出土していることを考えあわせると、石状のものとは漆喰であり、漆喰が床のように落ち込み内一面

に打たれていた可能性が高い。また、絵図では地表施設として井桁が表現されているが、井戸上部に丼側を置い

ていたのかもしれない。因に丼戸の排水は、北東に流れ、L字に曲がって石組み雨落ち溝 (SD15)に 連接してい

たようである。

円形土堪(SK04)

桶積み井戸 (SE03)の 南方、絵図の御納戸方御土蔵下で検出した円形の土拡である。直径0.9m、 深さ0.9mを

計る。この土城の底部に貼り付くように、輸入銭76枚が一括出土した。そして、その直上は、広葉樹の葉を主体

とした腐植土層 (⑫層)が覆う。厚さ5 cm前後を計り、意図的に敷きつめた土層と考えられる。ただ、その意図

するところは不明。祭祀的な意味が存在したのであろうか。のち①一⑥層が投入されて、土城はほぼ埋没する。

①灰黒色粘土層、⑩灰褐色粘土層、⑨黄灰褐色粘質土層、⑧淡灰褐色粘質土層、⑦黄褐色粘質土層、⑥黒灰褐色
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粘質土層の各層である。いずれも堆積が厚い。〇層には

腐植遺体の混入が、⑩層中には炭化物片の混入がそれぞ

れ認められ、又、⑨層と⑥層からはしばしば礫が検出さ

れた。⑤層以下①層に至る各層は、周囲の解体や整地に

伴って自然流入した層である。いずれも薄くレンズ状に

堆積している。⑤黄褐色粘質土層、④炭化層、③黄褐色

粘質土層、②白漆喰層、①砂層である。①層の砂は径 1

cm前後の荒砂。整地に使用されたものであろう。

ところで、この土城が掘られた位置は、絵図をみると

絵図分類の I期以降V期に至るまで御納戸方御土蔵とし

て存続する。土蔵築造以前に掘開された遺構と考えられ

る。そのことは、76枚の銅銭がいずれも輪入銭で寛永通

宝を一枚も含まないこと、出土陶片に古式の招鉢が含ま

れている点からも首肯される。憶測ながら江戸時代初期

までさかのぼる遺構ではないだろうか。

窪:(SK05)

円形土城 (SK04)の西で検出した竃の跡である。竃の
0         0.5‖

「

T~「可~丁司     構造はいわゆる粘土竃で、浅い穴を掘 り、そこにスサ入

り粘土を積んだもの。穴は、周囲が赤 く焼けてお り、径

図16 円形土拡 (SK04)実測図
0.9m、 深さ0.4m、 断面はU字状を呈する。南東側には

割石を 4つ組んだ焚口が設けられている。割石は、いずれも火を受けて赤変しており脆弱である。竃の上部は欠

損しているが、比較的大 きな竃であったと予想され、大釜などがのせられていたのであろう。因に絵図をみると、

当地は一間四方の「大焼所」と記載される。

穴の堆積土としては 4層が織別され、最下部に④灰層が、次いで③炭化層、②焼土層、①暗灰褐色粘質土層が

順次層を重ねる。

石組み溝 (SD28)

D地区の建物棟の西辺に沿って、石組みの溝がめ ぐっている。それには新旧が認められる。古いものは石積み

貯水槽 (SF04)に一度集められ、SD31の途中で SD32や SD33の水を受けて SD30へ と流れる。一方、新 しい溝は

SD28→ SD29→ SD30と 曲折しながら流れる。SD28は 、御料理之間の南西辺をやや孤状に張らみながら流れる石組

み溝である。溝幅0.4m、 側石は 1段、底石はごく一部に配されているだけで、他は灰褐色粘土を叩き締めて底部

としている。

石組み溝 (SD29)

SD28の水を受け、SD28か ら曲折 して流れる石組み溝である。古い溝 SD31を切って流路を拓 く。土色の違いか

ら溝幅 0。 4mが複元されるものの、llll石・底石などがほとんど遺存しない。底部は SD28と は異なり、本来は底石

を貼っていたように思われる。

石組み溝 (SD30)

御納戸方御土蔵の南西方向、塀のす ぐ外を流れる石組み溝。近年下水管を配 したため破損しているが、残 り具



合は比較的良好である。溝幅0.4m、 佃l石は 1段、底は側石より規模の小さい自然石や割石をうまく貼って底石 と

する。目地は灰褐色粘土で埋めて漏水を防いでいる。この溝は流下 して、御騎馬徒詰所あたりで南西に折れ、調

査域外に伸びる。おそらく城山の雨水などと合流しながら、最終的には表御門横で内塀に落としていたものと思

われる。

石組み溝 (SD31)

石組み貯水槽 (SF04)に 連接する古い石組み溝。過半は新 しい溝 (SD29)に切られて遺存していない。溝幅 0.

4m、 倶l石 1段、底は小ぶ りの板石を敷きつめて底石 とする。底部の仕様は SD30に 同じであり、南西端は曲折 し

て SD30に連なっているものと思われる。流れの途中で 2条の石組み溝 (SD31・ SD33)か らの水を受けている。

石組み溝 (SD32)

SD31に流れ込む古い石組み溝。溝幅0.4m、 側石は 1段。ただし、4員J石はほとんど遺存しておらず、側石の裏込

め石が若千認められるのみ。他に転用されてしまったのか。

石組み溝 (SD33)

桶積み井戸 (SE03)の 南に端を発し、北西へ流れる古い石組み溝。現在は底石を残すのみ。底石の下には灰褐

色粘土が敷きつめられている。石組み溝を構築するに際して、流路に沿いまず粘土が貼られ、その上に石組みが

施されたことを物語っている。この石組み溝は、周囲の石組み溝より0.2m余レベルが高い点で留意される。

石組み溝 (SD34)

御台所の北、表向棟と奥向棟の間を流れる石組み溝の 1つである。この溝は、それらの溝の中で最 も山寄 りに

位置している。少 し流下して、途中で 2条に分岐する。 1条は引き続いて建物間を流れる SD35と なるが、他の 1

条は表向の建物下にもぐり、 2度曲折して SD36への流れとなる。この溝は幅0.3m、 ィ員l石は 1段、地山のレ
ベル

が漸次高 くなる関係で溝はやや深めとなる。底石はなく、灰褐色粘土を叩き締めて底部とする。

石組み溝 (SD35)

SD34に連接して、引き続き表向棟 と奥向棟の間を流れる溝で

ある。やや蛇行が認められる。溝幅0.3m、 側石はその多くを欠

損しているが、本来は 1段 を原則とする。底は、灰褐色粘土を

叩き締めたもの。この溝は、湯殿の北で北東に折れるが、その

曲折点に設けられた小型の石積み貯水槽 (SF06)に 一度流れ落     ~

ちている。

石組み溝(SD36)

SD34か ら分岐した 1条が流れ込む溝である。溝幅0.3m、 側石

は現状で 1段が確認されるが、そのほとんどを欠損してしまっ

ている。絵図をみると、目附部屋や賄部屋の下を走っているこ

とになり、溝に蓋をして暗渠化していた可能性が考えられる。

石組み溝 (SD37)

SD28の 北あたりに端を発し、台所の下をぬけて SD36に 流入

する溝。濤幅 0。 4mと ゃゃ広い。佃」石 もやや大きめである。深さ

0.3m程度。底には板状の自然石や割石が敷かれている。

石組み溝 (SD38)

0         1         2‖

図17 二連寵 (SF03)実 測図



北東端は SD36に連接 し、南西端を石敷き遺構 (SV06)か ら受けて両者をつなぐ溝である。SD38の 中位では、

これらをさらに SD24が受ける。SD38の 一部を試掘的に掘開したところ、幅0.3m、 深さo.3m、 側石 1段の石組み

溝であることが半J明 した。

石組み溝 (SD39)

山側より直線的な流路を刻み、SF06あたりで消滅する石組み溝である。SF06近 くになって、0.5m余 りのわず

かな曲折が 2箇所で認められる。この周辺の石組み溝の中では、最 も古相を示す。のちに SD34や SD40に切 り込

まれている。溝は溝底の石敷きを残すのみ。石敷きは扁平な自然石や角礫からなり、中には比較的大型のものも

混入している。溝底のレベルは、他の石組み溝より約0.2m余高い。先述の石組み溝 (SD33)に 類似 している。

石組み溝 (SD40)

調査区北西端を、南西より北東方向に流れる石組み溝である。SD39を切 り込み、SD34に切 られている。一部掘

り込みを実施 したが、遺構の遺存状態は不良で、土色の違いから溝とその掘 り方のプランがかろうじて確認でき

た。溝内には整地層Ⅱ l(黄褐色粘質土層)が一括流入していた。この溝は少し孤を描きながら北東へ流れて、

G地区の石組み溝 (SD44)に 連接するようである。

二連竃 (SF03)

円形土城 (SK04)の北西で検出した二連の竃と考えられる遺構である。絵図をみると御納戸方御土蔵下にあ

り、土蔵築造以前の施設であろう。この二連竃は2.4× 3.4m、 深さ0.3mの長方形をした土城上にある。土城が、

竃を構築するために掘られたのか、あるいは別の目的で掘られていたものを転用したのか、判断がむずかしい。

しかし、いずれにしても、土城の底部に⑤荒砂層、④黄灰褐色粘土層、③暗灰褐色粘質土層が堆積した時′点、つ

まり土拡が約 3分の 1埋まった時点で竃が構築されたことは間違いない。前者の場合にはこれらの堆積土は竃構

築のために意図的に入れられた土ということになり、後者の場合には自然の流入土である可能性が高い。

土拡上に構築された竃は、切石をコの字に組んで燃焼室とする。焚回は同様の切石を両側に立てており、双方

とも蓋を閉じるための扶りが認められる。二連の竃のうち一連は燃焼室の切石が抜かれて遺存しなかったが、痕

跡が明瞭に残っていた。二連の焚国の間は平瓦が敷きつめられている。

なお、二連の竃の前庭部には、焚口から掻き出した②炭化層が薄く層をなし、その上部を①焼土 。漆喰 。切石

。平瓦片などの投棄層が厚く堆積している。①層中の混入物は、この竃上部の部材と考えられ、本来はさらに数

段切石が積まれ、周囲も漆喰や平瓦片で覆われていたものと予測される。

石積み貯水槽 (SF04)

山手からの水を一度受けて、再び SD31へ と流す古い時期の石積み貯水槽。石積みは抜かれてほとんどみあたら

ず、2.5m四方、深さ0.2mの 落ち込みが残るのみ。断面を詳細に観察すると、石積みの目地などに利用されてい

たのか③白漆喰層が落ち込みの肩部で確認され、②黒灰褐色粘質土層、①漆喰
。砂礫 。瓦片等の投棄層の両層に

よって落ち込みが埋まる。底部は固く叩き締めて漏水を防いでいる。

石積み貯水槽 (SF06)

SD35を伝い延々と流れて来た水を、一度貯めて、その上水のみ再び方向を変えて放流するために設けられた石

積みの槽。上辺1.1× 0.8m、 下辺0.9× 0.5m、 深さ1。 lmを 計る。小型ながら比較的深い。石積みは一見荒いが、

いがいに堅固である。SD35佃1か らの落し口には、大型の扁平な石を据えて、構底が洗われないよう配慮されてい

る。この貯水槽上には、板石が槽の過半を覆 うような形で存在する。調査時には大きく3分割されていたが、当

初は貯水槽を守る天丼石であったと思われる。一方、底部には灰褐色の粘土が敷きつめられて漏水を防いでいる。
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貯水槽が機能を失った後は、③灰褐色砂質

土層、②暗灰褐色粘土層、①黒褐色粘質土

層が順次堆積して埋没する。

図 18 石積み貯水槽 (SF06)実測図



区地E

E地区は庭園を主体 とする遺構で構成される。全体 として庭園遺構の残存状態は良好で、表御殿復元を兼ねた

博物館建設でも、遺構を基礎資料 として復元するいわゆる遺構復元の手法がとられた箇所である。

庭園以前

もっとも、表御殿の創建当初から当地区に庭園が存在したわけではない。表御殿を描いた新・旧両絵図をみる

と、古い絵図つまり絵図分類の I・ Ⅱ期及び新 しい絵図のⅢ期に至るまでは、当地に庭園は存在 しない。かわっ

て I・ H期では「御守殿」の称をもつ書院造 りの建物が当地からF地区一帯を占めている。御守殿は桁行 11間、

梁行 9間の大規模な建物である。ただ、その後庭園が造営されているため、痕跡はほとんど残っていない。わず

かに、建物外周の石組み雨落ち溝 (S D34)や礫詰め暗渠 (S D35)な どが住時を慕ばせる。石組み雨落ち溝 (S

D34)は 園地の断面観察のため試掘 トレンチを入れて掘 り下げる過程で検出した遺構である。御守殿の東隅にあ

たり建物よりおよそ1.Om外を建物の桁行に沿って走る。石組み雨落ち溝とはいえ、わずかにその底石列が遺存し

たに過ぎない。底石は、比較的小さな割石の平担面を上にしたもの 2個を溝幅として連接する。一方、礫詰め暗

渠 (S D35)は、池尻から集水桝への旧い導水路を確認するため、築山の一部を掘 り下げる過程で検出したもの

である。御守殿の南東に位置し、建物よりおよそ0.8m外を建物の梁行に沿って走る。幅40cm、 深さ30cmの U字状

の素掘 りの溝に、径 5 cm程度の円礫を充損 した暗渠である。この礫詰め暗渠は、単に水を導 く機能に加えて、土

中へ自然に水を吸い込ませる機能を合わせ持った排水施設であったと考えられる。なお、この暗渠の周辺一帯は、

地山Ⅱ 3の灰褐色粘質土に径 l cm程度の玉砂を加えて叩き締めていた。

庭園の造営とその変遷

絵図分類のⅣ期に至って、当地区に庭園が造営される。奥向の御座之御間棟の新築に伴い造営されることにな

ったものである。従って庭園は回遊方式をとりながらも、御座之御間棟、特に御座之御間の部屋から観賞するこ

とを主眼に造られている。Ⅳ期に庭園が造営されて以後、庭園自体 も幾度か手が加えられている。ここでは、ま

ず庭園の大きな改造について触れ、次いで各庭園遺構を順次詳述することにしよう。

造営当初の庭園つまりⅣ期の庭園を絵図で判読すると、園池の基本的な形が整えられた他、御座之御間棟の東

に「御茶屋」の名称を持つ茶室が存在している。この茶室は、古い絵図つまりI・ Ⅱ期の段階に御守殿のす ぐ北

にあった建物で、庭園の造営とともにこの地に移築されたと考えられる。移築にあたり、建物の軸線が180°回転さ

れている。もっとも、この茶室の痕跡は、精査にもかかわらず全 く確認することができなかった。

絵図分類のV期になると、「御茶屋」は解体あるいは再び他へ移築されたようである。かわって対岸の築山の北

東に、瓦塀をうまく取 り込む形で新 しく茶室及びその待合が築造された。両者とも起こし絵が残ってお り、その

ことからこの茶室は「不待庵」、待合は「鶯谷」と称されていたことがわかる。又、起こし絵以外にも、この期の

庭園全体を′鳥嗽的に描いた絵図や、園池への給水を描いた「御樋筋絵図」が残っていた。前者は、おそらく庭園

を熟知 した人物によって描かれた絵図と考えられ、庭園の要所要所が実に仔細にそして正確に描かれている。後

者は、彦根藩御普請方が作図したものである。外堀の油推卜口付近 (現在の城東小学校裏)に あった元桝から表御

殿や近 くの下屋敷である槻御殿への樋筋を描いた絵図で、この期の庭園の園池に至る給水ルー トが明示されてい

る。これらの絵図と検出した遺構をひとつひとう対比することにより、この期の遺構については多くの新知見が

もたらされた。特に、漆喰製の 2条の溝状遺構 (S D36・ S D37)が、不待庵の軒内を流れる曲水風の水路であ

った点は注目された。そして、この両水路が実は、園池の給水ルー トでもあり、そのことが明らかになることに
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より、痕跡の乏しかった不待庵の建物の正確な位置も図示 した

ように自と決った。一方、やや余談め くが、園池の対岸に残っ

ていた松の大小の切株 2本が、鳥嗽図に描かれた松の位置にぴ

ったり符合し、かつては築山に景色を添える庭木であったこと

が判明した。ただ、残念ながら正確な樹齢は確定できなかった。

絵図分類はV期で終わるが、実際の庭園はその後一度、大き

な改造が加えられている。不待庵の建物そのものが解体された

かどうかは判断しかねるが、少 くとも先の 2条の曲水風の水路

は放棄され、北東方向へ大きくうねる遣水の流れが園池に付設

された。その延長は園池そのものよりも長 く、両岸の景石 も園

池と比べ豊富で大型である。このような両者のアンバランス自

体が、作庭時期そしてあるいは作庭者そのものの異なることを

暗示している。なお、狭長な遣水の中途に、景石 とは趣の違 う

偏平で大きな石が据えられている。あたかも沓脱石のようであ

る。そして、御座之御間棟の北東一帯には、礎石の堀 り方と思

しきピット列が確認される。おそらく、このあたりに建物が増

築され、それに伴って遣水が付設されることになったのであろ

う。

以上、庭園にも二度の改造が加えられ、都合 3期に分けて考

えることが可能 となった。一方、相応するわけではないだろう

が、池尻から集水桝に至る排水路も二度付替えられて 3期存在

する。図中の排水路A・ BoCが それで、C・ BoAの 1贋に付

替えたものと推測している。これらの庭園遺構の大まかな変遷

を踏まえた上で、いよいよ遺構の個々について詳述することに

しよう。

園池

庭園の中央を占める園池については、その構築法を確かめる

ために、園池中央及び池尻付近の 2箇所 (A一 A'OB一 B')につ

いてセクション帯を設置し、断面観察を行った (図 参照 )。 そ

の結果、園池の下から幅2.2m、 深さo.7mと 幅 1.5m、 深さo.7

mの 2条の溝を検出した。内 1条の溝は両側に側石風の割石が

残っており、暗渠の残骸の可能性がある。しかも、 1つの側石

の奥にはもう1つの割石が置かれ、両者間は⑩の灰褐色米ど土で

充損されていた。しかも粘土中央には10c■に未たない円孔が確

認され、孔の周囲で植物質の腐植片が存在した。おそらく竹樋

であったと考えられ、樋の周囲に粘土を巻いて割石でガー ドし

ていたものと予測される。なお、 2条の溝は、⑬砂層、⑫暗灰
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褐色粘質土層、⑩黒褐色砂層、⑮黒灰褐色砂質土層、⑭灰褐色粘質土層の各層によって順次覆われる。⑬の砂層

は、径0。 5～ 2.Ocmの 円砂で両溝の溝底に10ch前後入れられる。意識的に入れられたものであるのかもしれない。

これらの遺構は、庭園造営以前の遺構と考えるのが妥当であろう。

園池の溝底は、表御殿創建時の整地層 Iを切 り込んで構築したものである。整地層 Iは、彦根山を削平して得

た山土で、創建に先立ち当地一帯の整地に繁用されている。角礫を多く含んだ赤褐色の粘質土で、土質は比較的

良く締り透水性はあまりない。このことが事前に考慮されたのか、園地の肩部には粘性の強い⑩黄灰褐色粘土が

貼られているものの、底音5に粘土が認められない。整地層 Iの上に直接、径0.5cm程度の⑬円砂が敷かれている。

池水の汚濁を防ぐために敷かれたものであろう。それは厚い箇所で15cm、 薄い箇所では数cmに満たない。そして、

その直上には、園池として機能していた段階の堆積層、つまりヘ ドロである①黒褐色粘泥層が層を形成する。最

も厚い箇所で、25cm余 を計る。

①層より上の層は、いずれも園池放棄後に園池を埋めるため入れられた客土である。⑩淡黒褐色粘質土層、⑨

赤褐色粘質土層、⑧淡黒灰褐色粘質土層、⑦赤褐色粘質土層、⑥黒灰褐色粘質土層、⑤赤褐色粘質土層、④黒灰

褐色粘質土層、③暗黒灰褐色粘質土層、②淡黒灰褐色粘質土層がそれぞれ層を重ねている。堆積状況から察する

と築山から御座之御間棟方向へ順次土を入れたようである。築山の解体土が多く含まれているものと思われる。

なお、①淡黒褐色粘質土層は、園池埋没後に土管を敷設した際の掘り方の土である。どのような用途で敷設され

たのか不明だが、御座之御間棟のすぐ東から孤を描いて園池の中央を通過し、排水路Aに抜けている。明治時代

に入ってからの所為であろう。

一方、断面観察により、御座之御間棟の前に広がるテラス部一帯は、整地層Ⅱ 5に似た②淡黒褐色粘質土層上

に、まず最初に④の灰褐色粘土を敷きつめて不透水性の基盤をつくり、その上に⑫黒灰色粘質土層を入れて植裁

に供していたことがわかった。

以上、断面観察により園池の構築法のいくつかを知り得たが、その後セクション帯をはずし、園池の全容を明

らかにした。園池は延長15m、 最大幅5.5mを計る。池尻近くに最深部があり、深さ0,7mでぁる。深度の細かい

変化は、図中に10cmご とのコンターラインで明示したので参照されたい。

池中には、鳥嗽図などにも描かれているように、池尻近くに2石よりなる岩島が存在する。本来、水面下に根

石を数イ固配した上に据えられていたものと思われるが、検出時′点では矢印の方向に転げていた。又、鳥嗽図には

池泉の上手に沢渡りの石が点列するが、この形跡は全く見られない。おそらく鳥嗽図が描かれて以降、遣水が付

設された段階で撤去されたものと思われる。

護岸の石組みは比較的良く残っていた。すわりが良いようにまず護岸を少し削り込み、根石を功みに使って固

定した後、黄灰褐色の粘土を詰めて仕上げている。ただ、一部の石はやはり矢印の方向に転落していた。又、遺

構の状況や鳥嗽図などから判断して、明らかに当初は石が存在したと考えられるにもかかわらず、欠損するもの

もあった。それらについては、図中に「 S」 と表示した。

もちろん、池泉の護岸がすべて石組みだけで構成されていたわけではない。御座之御間棟のメインをなす御座

之御間のほぼ正面の位置には、部屋を出て沓脱石から飛石を少し伝ったところに、礼拝石がある。1.8m× o。 8m

の平担な巨石で、下部両側を根石で水平に支えている。礼拝石から遣水に至るおよそ4m間の護岸は、石組みが

他と比べて小規模である。最小限の土止め機能をもつものであったに過ぎず、いずれも水中に没して景石となる

ことはなかったものと思われる。そして、礼拝石の近くで径20cm程度の扁平な玉石が、数イ固列をなしているのを

発見した。鳥嗽図を詳細に見ると、この位置に玉石を使って洲浜を表現している。それは、面白いことに種類の
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異なる石、つまり白い玉石 と藍色の石の 2種を並べていたようで、しかもそれが自玉 1段、藍色石
2段の段変 り

に配列されている。発見した石は、その白玉石の方で、検出位置から2段目の列のものであったと予想された。

礼拝石のす ぐ下手には、茶屋「天光室」の縁先へ向かって、玉石敷が伸びて
いる。玉石は径 5 cm前後のもので

現況では巾1.Om程度の間に比較的疎に敷いてあるが、本来は極めて密に敷かれていたものと予測される。玉石敷

の両lllは割石で縁取られ、玉石敷中央には水分け石かと思 しき風体の変わった石も配され
ている。鳥嗽図をみる

と、天光室の北隅に大きな手洗鉢が描かれている。玉石敷遺構は、どうやら手洗鉢
から園池へ向かう流れを表現

したものであったと考えられる。

園池のほぼ中央と池頭近 くの 2箇所には、両岸をつなぐ橋がかけられていたようである(一′点破線で明示 )。 橋

を引く石は、いずれも上面を平担になるように据えている。中央建物イ員」
の橋引石には、それに接続する園路の痕

跡として、径15cm程度の扁平な玉石が 6個敷かれた状態で遺存した (SS03)。 鳥嗽図をみると、中央
の橋は木製

で、池頭側のそれは石製であったようだ。

池尻に近 く、建物 4貝1の護岸およそ 6m間 には、乱杭を打っていたようである。杭はそのまま放置されたのか現

在はそれが腐って土中の小さな穴となって残っていた。13個検出し、図中に黒丸を付 し
て表記した。なだらかな

カーブを描いて打たれていたことがわかる。

一方、舌し杭のおよそ対岸あたりの位置には、鳥嗽図をみると枯滝の石組みと玉石敷
の枯流れが描かれている。

残念ながら、この遺構は余 り残 り具合が良 くない。枯滝の石組は、それを据えた掘 り方
の痕跡をわずかに残すの

みで、そこからの流れを表現 した玉石敷は皆無である。わずかに玉石敷の4員l石 2個が遺存する。枯滝
の石組みは

立派であったために、庭園が廃棄された時、他所へ運ばれてしまったのであろう。

なお、園池の排水は、池尻に設けられた 1個の平担な石をオー
バーフローし、排水路へ流れ込む方式がとられ

ている。従って、その石の上面が園池の水面 ということになるが、その数イ直は現況でToP.87.22mで ぁった。図

中のエレベーション図に引いた水平線がそのレ
ベルを示している。

建物側の庭

御座之御間棟側の庭では、先述の手洗鉢を据える際、それを支えた蟄石 (かがみ
いし)の掘 り方、その周囲を

孤状に囲んだ刈込の樹痕跡、手洗鉢に枝を伸ばす紅梅の樹痕跡などが確認される。そ
の他、園池に臨んで植えら

れた、各種の刈込や松、樟 (く すのき)な どの樹痕跡が存在する。その一部については、掘り込んでみたが、νヽ

ずれも根まわし後植裁されたらしく、おしなべて丸い穴であることが多
い。遺存する根の鑑定や′鳥嗽図などとの

対照の結果、樹種の明らかになった松・樟については、図中にそれぞれM・ Kの イ
ニシャルを表示した。又、鳥

嗽図では、天光室の前庭に、紫垣で囲まれた露地が描かれ、陣躍 (つ くば
い)や飛石が存在している。 ところが

現況では、その地は全くの空地で何の痕跡も見い出し得なかった。解体時に、ことごとく他所
へ運ばれてしまっ

たものと思われる。

築山周辺の庭

鳥嗽図には、園池の背景一帯に数イ固の築山がかなり誇張して描かれて
いる。ただ、先述の松の根元のレベルか

ら、築山のおよその位置を復元することが可能であり、最も高
い築山でも、水面から2mに満たなかったであろ

うと予測された。

一方、築山周辺では、築山の裾を廻って園池に達する園路 (SS04)と 雪見燈籠の痕跡 (SX05)が認められ
た。園

路は幅50cm前後で、一面に径 5 cmあ まりの玉石を敷きつめている。山4員 Jのみ幅10cmほ ど
の漆喰が、何故か園路に

沿って走る。土留め機能を果たしていたものか。園路が池に達するあたりに、池畔に面して雪見燈籠を置
いた痕
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跡が認められる。もちろん、鳥嗽図との照合によって、始めてそれと断じることができるものである。一辺 lm

余の方形に、灰褐色粘土を入れて築き固めている。雪見燈籠はこの上に据えられていたものと思われる。園路の

足もとを照らすとともに、水面にその姿を映し、庭園の添景をなしたであろう。なお遺構 としては確認 していな

いが、鳥嗽図では園路の途上に比較的大ぶ りの蘇鉄が描かれている。当時の庭園の植裁観を推 し量るものとして、

興味深い。

茶室「不待庵」と待合「鶯谷」跡

築山の北東一帯には、既述のように絵図分類のV期になって、不待庵という茶室及びその関連施設が造られた。

不待庵の建物の痕跡自体は、余 り明確ではない。地中に深い基礎を残さない草庵風の簡易な建物であることも、

その一因であろう。ただ、検出した漆喰製の 2条の曲折する溝状遺構 (SD36。 SD37)が、絵図との詳細な照合に

より、不待庵の軒内を流れる曲水風の水路であることが判明するに及び、不待庵の位置が自と決まった。曲水風

の水路 SD36と SD37は、不待庵に造られた 2つの茶室の間と、その南西側にそれぞれ流れを刻む。SD36は不待庵

の 2つの茶室の間、両茶室をつなぐ渡 り廊下風の位置に流れを発する。絵図をみると、どうやら縁の下であった

ようだ。幅40cm、 深さ30cmの U字状に漆喰でしつらえている。縁束を要する位置には平担な割石が置かれ、漆喰

が巻かれている。又、縁の内側つまり縁と茶室の境界をなす位置には、長さ1.2mの切石が据えられて両者を画し

ている。なお、この切石のラインは、当時不待庵に取 り込まれていた瓦塀の位置にも相応している。茶室の床下

には、本来、整地層Ⅱ 2に類する粘性の強い土で化粧が施されていたらしく、切石付近にはその痕跡を残してい

た。漆喰製の水路は、この切石を通過したあたりで急に流れを南西にとり、やや曲折しながら最終的には園池に

注いでいたようだ。もっとも現況では、その後施設された遣水により、池泉に接するあたりは破壊を受けて当時

の姿を残していない。SD37は不待庵の南西側に流路を保った曲水風の水路である。絵図をみると、不待庵の南あ

たりに発 し、途中で二条に分水して再び合流しながら池泉に注いでいたようである。この SD37は余 り遺存状態が

良くなく、わずかに分水付近の痕跡が確認されたにとどまる。SD36と 同様に、本来は漆喰のベースに赤褐色粘土

を敷いていたことが半J明 している。なお、この水路に沿うように、水路の外側で灰褐色粘土を敷いた列 (SA03)

が認められる。絵図から判断して不待庵をとり囲んだ柴垣の基礎ではないかと思われる。

さて、SD36と SD37の両水路の給水はどうだったのだろう。ここで、先述の「御樋筋絵図」が想起される。この

絵図は、彦根藩御普請方が作図したもので、外堀にあった元桝から表御殿などへの樋筋を描いている。それには、

庭園の園池に至る給水ルー トも明示されており、裏御門から表御殿の敷地内に入った木樋は、土居に沿って庭園

に向い、不待庵の南東で三分されて、 2条の水路に接続する。ところで絵図をよくみると、樋が曲折したり分水

する要所は、四角や丸に塗 りつぶされている。おそらく桝の位置を示したものであろう。庭園近 くでは、三分さ

れる箇所および三分後水路に入るまでの箇所で、それぞれ桝状の表示が認められた。発掘調査でも、はたしてそ

れが絵図に描かれた桝を示すものかどうかは断定しがたいが、桝状の漆喰遺構を 2基 (SX03・ SX04)、 絵図で示

された位置あたりで検出している。SX03は 、半円形状の漆喰桝で、直径50cm余、現存の深さ30cm、 漆喰の厚さ 5

～10cmを 計る。底部は比較的平担に仕上げられている。入。出水回は確認していない。SX04は 方形の漆喰桝であ

る。一辺40cm、 現存の深さ10cmあ まりを残すにすぎない。漆喰の厚みは薄 く、数cmし かない。底部は平担で、SX03

と同様、入 。出水回は確認できなかった。

不待庵のす ぐ南の位置にも、漆喰桝が存在する。この漆喰桝は大規模なもので、長さ2.2m、 中1.4m、 深さo.

3mの箱形をなす。漆喰の外周には幅20cm程度の黄灰色粘土がめ ぐる。漆喰を打つ際、型枠 としたものか。ただ、

その粘土上には、南西側の一辺のみ、礎石風の平担な割石が据えられている。割石は 3個あり、各間0.8mぁ まり
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である。樋に伴うものとは考え難い。又、造られた時期も不待庵や曲水風の水路などよりは、 1時期新しいもの

と思われる。いかなる用途に使用されたのか予測がつかない遺構である。

遣水 (や りみず)

絵図の分類はV期で終わるが、実際の庭園はその後一度、大きな改造が加えられていた。北東方向に大きくう

ねる遣水の流れが、園池の頭に付設されたのである。その際、V期段階まで庭園を画するように構築されていた

瓦塀の北側辺は撤去されて、遣水の発する土居近くまで広げられたであろう。同時に、瓦塀のすぐ外に建ってい

た土蔵も解体ないし移築されたものと予想される。そして、その地に狭長な遣水が占めることになった。その延

長はおよそ33m、 園池そのものよりもはるかに長い。遣水の護岸は、その大半が景石で縁取られる。景石は豊富

で大ぶりなものが多く、巾 lmか ら2mの狭長な遣水にはいささかアンバランスでさえある。

調査時には、護岸の景石の大半が遣水内に落ち込んだ状態で発見された。大ぶりであったために地均の際、流

路に転落させたものと思われる、ただ幸いなことに、余 りにも大ぶ りであったためか、大幅に移動したものが少

なく、大半の石を付図 8の矢印のように当初の位置に復元することができた。遣水は大きく曲折 していると見る

ことができるが、最も上流の第 1曲折部までの護岸には、余 り景石が顕著ではない。北東岸には沓脱石風の平担

な巨石が配され、周辺には径15cm程度の玉石積みを施した箇所も見受けられた。遣水の幅が最 も広 くなる箇所で

あり、流れを作る勾配もほとんどない。遣水の流れに淀 (よ どみ)を 与えていたと考えられる。したがって、護
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岸も景石を少なくし、玉石積みなどのおとなしい細工を施すことになったのだろう。

第 2曲折部に至る途中の東岸約 3m間にも景石が全 く存在 しない。かわって底部から連続する漆喰が立ちあが

り、粘土で補いながら上端に達 している。周辺に景石が密集しているため、壁状に塗 り込められた平坦面がひと

きわ不自然に感じられるが、その意図する所は不明である。

遣水の底部は漆喰で仕上げている。厚さ 5 cm前後を計る。この漆喰の上に径 5 cm程度の玉石を敷きつめて流れ

をつ くる。漆喰が洗われるのを防いでもいたのであろう。なお、底部をかたち造る漆喰は、一度打ちなおされて

いた。近年の攪乱溝を利用して遣水の断面観察を実施 したところ、厚さ 5 cm余の漆喰底の直下に、同様の漆喰底

がもう一枚確認されたのである。当初、能舞台の漆喰桝の構築法に同じく分割成形をしていたとも考えたが、両

漆喰の間隙に水垢や玉石などを発見したため、一度造 りなおしたものと判断した。この発見は、その後他所でも

見い出され、判断をゆるぎないものとした。古い漆喰底のす ぐ内4員」に、一まわり小さく打ちなおしていたようで

ある。

遣水には、途中 3ヶ所に水落ちの段石が据えられている。段石は上面の平坦な自然石を、 1な いし 2配 したも

のでる。長い遣水の流れには、先述のように川幅や勾配に変化を与えて淀やせせらぎを作ったり、水落ちを設け

るなど、ややもすれば単調 となりがちな流れに各種の工夫が加えられている。遣水に導かれる給水法を確認する

ため、調査区を拡張した。その結果、木樋及び桝等の痕跡を検出することができた (図 20参照 )。 木樋は、上下そ

して一部横位から打ちこまれた多数の釘と木質の一部が出土したb図 中の三角は上向きの釘を、逆三角形は下向

きの釘を表現している。底板の両側に佃]板をたて、蓋板をして釘で固定した寄木式木樋であったと思われる。復

元幅23cm(約 7寸 )、 高さ17cmを 計る。調査域外東方から、わずかな勾配で導かれる。この木樋 も、先述の「御樋

筋絵図」の樋水に沿って表御殿にもたらされ、土居沿いのある箇所で分水されてきたものと予想される。そして、

木樋は桝状の遺構に導かれる。両者の連結部あたりで、錠 1本が出上した。桝は、結樋を伏せた状態で置いてい

たと思われる。樋の縦板がわずかに残っている。底径 73cmを 計る。先の木樋は、桝の底より36cm上の位置で連結

している。桝には地中に埋置する埋桝と地上に頭を出す高桝の大きく2種があるが、本例は後者の高桝の可能性

が高い。つまり樋を通って送られて来た水の水圧を利用して、この桝で水位を上げ(地上のある程度高い位置に

出水口を設けて落としていたと考えられる。おそらく、出水口付近には、高桝をうまく隠し、あたかも岩の間か

ら水が落ちているような具合に、滝石組が施設されていたのであろう。勿論、現状ではそうした石組は全 く残っ

ていない。ただ桝の南、遣水に至る間に一度攪乱を受けてはいるが、少し掘 り込まれた一角があり、そこに根石

と思しき石が錯舌Lす る様が、そうしたことを予想させる。

排水

遣水から園池に広がった水は、園池の池尻をオーバーフローして外へ流れ出す。それは、やがて一度溜桝 (SF05)

に溜められて汚泥を沈澱させた後、再びオーバーフローして堀に開口する。ところで、池尻から溜桝に至る排水

路は、 2度の付替え、つまり時期を異にする 3条がある。図中A・ BoCと 付 したルー トがそれにあたる。最も

古いのが C、 次いで B、 最 も新 しいのがAである。 Cは 池尻の南端付近をオーバーフローし、やや孤を描きなが

ら溜桝に北隅付近より入る。検出時点では素掘 りのU字溝であった。 Bは池尻ほぼ中央の石組の間に設けられた

1個の平坦な石 (上面レベルは T.P.87.22m)を オーバーフローし、進路を南へやや S字のカーブを描いて溜桝に

東隅付近よりはいる。この排水路も検出時′点では素掘 りのU字溝であった。Aは最 も新しい排水路であるため、

流石に遺存状態は良好であった。オーバーフローの位置は、先約4.5m間 を開渠で直進する。開渠は、両側に板石

を立て、底部は灰褐色粘土を叩き締めている。その先は漆喰管の暗渠となり、途中で大きく東に折れて溜桝に西
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図21 溜桝 (SF05)実測図

隅付近より入る。漆喰管は断面方形の箱形で、一辺の内径は20cmに満たない。開渠から暗渠となる接′点では、漆

喰管を石組みで補強している。又、漆喰管の流路は途中で、柴垣の基礎や雨落ち風の石組みに接する。柴垣の基

礎は、漆喰で孤を描いている (SA04)が、漆喰管の上のみ石で補強する措置がとられている。柴垣の基礎のす ぐ

隣に、 4つの石を方形に組んだ雨落ち風の石組みがある。内を掘 り込んだところ、板石が敷かれ、その隙間から

漆喰管内へ と水が流れ込むように工夫されていることがわかった。細かい配慮に驚かざるを得な
い。

溜桝は 1辺2.9m× 1,7m、 深さ1.Omの石組み施設である。南西佃1に一段高いテラスが設けられている。絵図を

みると、その中央に階段が存在したようである。遺構にもわずかにその痕跡が認められる。単なる溜桝ではなく
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防火用水を兼ねる施設であったのだろうか。溜桝の石組みは、当初石の目地に漆喰を塗り込めていたようである。

ただ、北東辺のみ、排水路Cを廃棄した段階で、石組みが崩れたようで、積み替えている。その際、目地には漆

喰を塗り込める作業を行っていない。ただ、杭を何本も石組み沿いに打ち込んで、崩れの再発を防いでいる。リト

水路Bは、その後施設されたようである。この溜桝で一度排水を溜めて泥水を沈澱させた後、水は再び南隅付近

の出水口より外へ出る。出水回はU字状に塗り込められた漆喰で作られている。しかも、漆喰製の出水回の前に

は、細竹を椋欄縄で東ねた符 (し がらみ)を 設け、汚水の流出を防いでいる。

図21の 断面図の13.黒灰褐色粘質土層は石組み時の掘り方。溜桝の底は12.暗灰褐色砂質土層及び11.灰褐色粘土

層の両層によって叩き締められ、不透水の底部とする。12層 中には、砂及び小さな角礫の混入が顕著である。10

層は植物遺体や貝類を多含する暗黒褐色の泥土層。この層より3層 までは、溜桝が溜桝として機能している段階

の推積層と考えられる。 9.黄灰褐色砂礫層、 6.黒灰色砂層、 8.黄褐色砂礫層、 7.灰褐色砂層の各層は、特に

排水路Aがもたらした推積層である。それらの層上に、6.黒灰色砂層、5.暗灰褐色粘土層、4.黒褐色砂質腐植

土層、 3.暗灰褐色泥土層がそれぞれ層を重ねる。 5層・ 4層 には植物遺体の混入が特に著しい。続く2.灰青褐

色粘土層、 1.投棄層は溜桝廃棄後の地均化に伴う投棄層。多量の石・瓦 。土器片が投げ込まれている。

漆喰製の出水口を出た水は、再び石組み暗渠を流れ、途中で大型の漆喰管に合流して、他所からの排水ととも

にやがて堀へと流入する。

以上、庭園を主体とするE地区について、発掘調査の概要を記した。調査の結果、多くの新知見を得ることが

できたが、その中でも、庭園については、その給水路から排水路に至る全てを検出し得た意義は大きいと思われ

る。しかも、それらの作業が、庭園を仔細に描いた′鳥嗽図などの絵図との詳細な照合を通して実施できたのは幸

か1::[LEl場 ]λ言][響「 量」}「[:]:]li:勇 :|]:「
「 50r[I[「

り込まれ、その事が
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F 地 区

F地区は、古 く御守殿が存在し、その解体後 しばらくして御座之御間棟が建立された地所である。そのあたり

の経過について、再度整理することから始めよう。絵図分類の I・ Ⅱ期、当地区からE地区一帯には、書院造 り

の大規模な建物である御守殿が存在 した。Ⅲ期にはそれが早々と姿を消し、その跡地は一時期庭園であったよう

だ。庭園は、野筋風の築山が数ヶ所に築かれ、景石を配して枯山水なども設けていたようである。築山の周辺に

は、畳石風の園路や柴垣のような描写もみられた。そしてⅣ期、御座之御間棟が新造され、V期にはそれが高御

廊下によって奥の御座之間棟に接続している。

では、これら絵図によって判別された経過 と、実際に検出した遺構 との関係はどうであろう。建物については

その後の整地により御守殿の痕跡は全 く認められず、御座之御間棟の痕跡を残すのみである。ただ、御守殿の外

周をめぐっていた石組み雨落ち溝 (SD38)が、わずかに往時の面影をとどめている。他に、 I・ II期の遺構 と想

定されるのは、当地を整然と画して流れる石組み暗渠 (SD39)や漆喰路 (SS06)な どである。そして、Ⅲ期の庭

園に関連 した遺構は、唯一畳石風の園路 (SS05)。 その他の検出遺構はⅣ・V期あるいはそれ以降の遺構 と目され

る。では、以下に各検出遺構を略記することにしよう。

御座之御間棟 式、
御座之御間棟は、遺構が最も良好に遺存じ|て いた棟の 1つである。この建物の新築に際しては、全域に整地層

H2(赤褐色粘質土層)が 10～ 20cmの厚さで敷き詰められ、さらにその上に円砂が数cm乗っている。建物の礎石

は他の建物と同様遺存しないが、栗石を入れた礎石の掘り方が明瞭に確認できた。掘り方は 1間毎に穿つのを基

本としている。掘り方の規模は比較的大型で、1.Om前後を計る。一方、こうした単独の掘り方に共存して、建物

の柱列を溝状に掘り窪め、そこに礎石をならべている箇所が認められた。それは、建物の外周の柱列で確認され

るもので、御座之御間棟西側の御納戸あたりが顕著である。溝内には栗石に替えて、直径 5 cm程度の円礫が敷き

詰められている。又、庭園に面した茶室「天光室」では、部屋のプランに沿って外周に割石を連ね、一種佑びた

風1青をかもし出している。害J石は上面を平滑に仕上げ、面を外佃1に揃える。

なお、御座之御間棟の東方及び北方一帯には、絵図にはない建物の痕跡が明瞭である。やはり礎石はなく、そ

の掘り方が整然と縦横に列をなす。東方の建物は、掘り方を溝状に連続的に造り出す傾向にあり、北方のそれは

単独に′点列する。柱間は 1間 を基本としている。建物の築造に先立って整地層Ⅱ l(黄褐色粘質土層)が10cm前

後の厚さで敷かれ、その上を円砂が覆っている。各建物とも御座之御間棟の建物プランが意識され、御座之御間

棟を避けて築造されたことが伺える。このことは、少なくとも一定期間、これらの建物が御座之御間棟と並存し

ていたことを示している。おそらく、絵図作成以降に新築された建物であろう。

漆喰池 (SX06 0 SX07・ SX08)

御座之御間棟の西方、御客座敷棟や高御廊下に挟まれた坪庭空間で検出した 3基の漆喰池である。ところで坪

庭とはいったい何か。まずはその概念と歴史を少し整理することから始めよう。

さて、坪庭の「坪」は、「壺」または「局」などとも書かれ、いずれも仕切られたとか、囲まれた空間を意味す

る。したがって、坪庭とはく建物と建物との間、または建物と塀などにとり囲まれた狭い空間に造られた庭のこ

とを言う。

坪庭が造られるようになったのは比較的古く、平安時代頃までさかのぼるようである。当時、平安京を中心に

貴族の邸宅として、寝殿造りの建物が建てられたが、寝殿造りでは、寝殿といくつかの対屋 (た いや)が左右
。
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図22漆喰池 (S× 060S× 070S× 08)実測図
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前後に並び、そのおのおのを渡廊でつないだため、建物間に小さな空間ができた。これらの空間を利用して、坪

庭が生まれたようである。ただ、寝殿造 りにともなう坪庭では、坪庭の他に本庭 として大規模な池泉をもつ庭園

(寝殿造 り系庭園)が寝殿の前に広がっている。だから坪庭は、おもに奥向の建物間に、住人が座臥して楽 しむ

小さな庭 として造られた。庭の植裁も本庭と比べるとおおらかで、四季の草木を主体 とするものであったようで

ある。例えば、平安京内裏では、后妃などが住んだ後宮を中心に坪 (壺)庭が幾つか知 られ、藤 。梅・梨 。桐な

ど草木主体の小さな庭であったようである。それは、当初、それぞれの代表的な草木名を冠して「藤壺」「梅壺」

「梨壺」「桐壺」と称されていたと考えられるが、いつしか、それらの坪 (壺)庭がある建物の名を指すようにな

り、後宮の飛香合は藤壺、凝花合は梅壺、昭陽合は梨壺、淑景合は桐壺などと通称されるようになった。それが

さらに転 じて、それらの建物を与えられている后妃などを指すに至ったことは、「源氏物語」等平安文学を通 じて

良く知られるところでもある。

時は流れ、貴族から武士へ と支配形態が変化 し、それにともない寝殿造 りから書院造 りへと建築様式が大きく

変わっても、坪庭そのものは、奥向の建物間を利用し、住人が座臥して楽しむ草木主体の庭 としての命脈を保っ

た。書院造 りにおいても、各建物が雁行状ないしは前後左右に並ぶため、小さな建物空間が寝殿造 りと同様に生

起したことにも起因しよう。同時に、坪庭を造る習慣は、中
。上級武家屋敷や富裕な町屋へもしだいに普及して

いった。

ここで述べる坪庭は、奥向の御客座敷棟から眺めることを主 I長に造られた坪庭である。井伊家に残る表御殿の

各坪庭を描いた絵図を仔細に観察すると、この坪庭には、梅樹などが本直えられ、花壇のようなものが描かれてい

るが、漆喰池は残念ながら表現されていない。

検出した漆喰池は、対称的な 2基の漆喰池 (SX06。 SX07)と 、その南東に広がる比較的大型の漆喰池 (SX08)

からなる。SX06・ SX07の 2基の漆喰池はいずれも小規模で、平面形が三ツ葉状を呈している。両者とも最 も深 く

なる中央付近に甕を 1つ埋め込んでいる。甕を埋め込む要因として、金魚など鑑賞用小魚のための寝床ないし水

草を植込む植木鉢などの用途が考えられる。SX08は、後世の撹乱が著しく全体の形状を把握しにくいが、細長 く

て底部の平担な比較的シンプルな造 りであったと予想される。

これら3基の漆喰池は、入排水路によって相互に複雑につながっている (図 22の矢印参照 )。 まず、北東方向か

ら導かれてきた水は、SX07の直前で 2方向に分水される。そして、一方は SX07に 、他方は SX08に それぞれ流れ

込む。この水路は、断面観察において円形の管を埋設したものであることが判明しており、おそらく竹樋が施設

されていたのであろう。水路内には粘土塊が部分的に残っており、竹樋に粘土を巻いて漏水を防いでいたものと

予想される。分水点には、粘土鬼が30～ 40cm程度の方形にめ ぐっており、木製の駒によって分水していたと考え

られた。SX07に 入った水は、場所の異なる 2孔からJ卜水されていたようである。その 17Lは現存してお り、子Lを

出て曲折 しながらSX08に 向かう。子Lを 出た当初は竹樋であったと予想されるが、途中から多量の角礫に包まれて

おり、小型の石組み暗渠ないしは礫詰め暗渠に変わったとも考えられる。一方、他の孔より排水された水は、途

中で木製駒様のもので分水されて、SX06と SX08へ向かう。SX06へは竹樋で、SX08へは竹樋から石組み暗渠又は

礫詰め暗渠に変様 した可能性がある。SX06へ入った水は、再び隣接する排水口によって外へ流出し、SX08へ向か

う。やはり、途中で竹樋から石組み暗渠又は礫詰め暗渠風の施設に変換 したようである。多方向から SX08へ向か

った各水は、しだいに集水され、ついに一条にまとめられて SX08に 入っている。以上 3基の入排水路について述

べたが、分水のなされかたが過度に複雑であり、ある段階で一部流路変更を行った可能性も考えられる。

なお、これらの竹樋を主体 とする導水法とは別に、雨水を使って補助給水を行っていたのではないかと思われ
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る遺構が、SX06と SX07に それぞれ付設されている。両遺構とも良く似た形態を保っており、同様の機能がうか

がえる。まず、御客座敷棟の建物下を礫詰め暗渠を伝って流下してきた雨水は、各池の直前で深さ0。 5m余の土城

に一度貯えられる。この土拡は、現況では素掘りのものだが、かつては甕等保水性の良い大型容器を埋設してい

た可能性がある。土城で沈殿濾過された上水は、オーバーフロー気味に両池にそれぞれ流入していたようである。

又、これらの漆喰池に関連するかどうか不明だが、SX06のすぐ南で、倒立させて埋置した植木鉢 1点が完形で出

土している。

断面観察により、これらの漆喰池の構築法および覆土が確認できた。漆喰池の構築は、まず池よリーまわり大

きい掘り方を掘ることから始まる。次いで、池のプランにそって赤褐色系のやや硬質の粘土が土城内に充損され

て池の外型が作られ、そこに漆喰が打たれたようである。漆喰を打つ技術は能舞台の項で述べた漆喰桝と同様で、

仕上げとして一際念入りに叩いている。そのため荒い成分は沈着し細かい粒子のものや水分が浮上し、その頃合

いを見計って丁寧になで上げ、表面は保水性の良い密な仕上がりとなっている。池の覆土は、②黒褐色粘質土層、

①暗赤褐色粘質土層が識別される。②層には破砕された漆喰片が多量に混入している。①層はやや黒色味を帯び

ているが、整地層Ⅱ2(赤褐色粘質土層)に極似する。おそらく整地層Ⅱ 2の流入により成起した土層と思われ、

上部には整地層I12の直上を飾った円砂の混入も認められる。一方、補助給水に伴なう土拡内覆土は 4層が認め

られる。④黒褐色粘質土層、③暗灰褐色粘質土層、②暗赤褐色粘質土層、①黄褐色粘質土層の各層力劇順次層を重

ねる。

円形漆喰桝 (SX09)

御座之御間棟の西方で検出した円形の漆喰桝である。直径80cm余、深さ25cm、 漆喰の厚さ 7 cmを 計る。底部は

椀状、上端は平担に仕上げている。桝内は黒褐色粘質土の単純層で埋まる。本例のような円形漆喰桝は城下の武

家屋敷跡の発掘調査においても出土しており、それらを考慮すると、支線水系の樋 (竹樋など)に伴なう桝であ

った可能性が高い。ただ、その詳細な構造については、今なお不明な′点が多い。当地区で検出した小滞 (SD41)

などとの関連が留意される。

畳石 (SS05)

F地区東方で検出した畳石風の園路遺構である。絵図分類のⅢ期、当地一帯が広大な庭園と化すが、その期の

様相を伝える唯一の遺構。園路の幅1.2m、 両側石はやや細長い割石又は自然石を並べ、内に偏平な石を適宜敷き

詰めて霰零とする。石の目地には灰褐色粘土が充損されている。検出したのは園路のわずかな区間でしかないが、

ちょうど 2条の園路が交わる位置にあたる。 1条はやや孤を描いて南から北へ走 り、他の 1条は北東から南西に

向かい前者に交わって終わる。後者の遺存状態は不良で路幅を確認できない。

漆喰路 (SS06)

絵図分類の 1,II期 に、石組み暗渠 (SD39)な どとともに造られた漆喰製の園路である。Ⅲ期以降の遺構を保

存するため、漆喰路検出レベルまで余 り掘 り下げをおこなっていないのでその全容は不明だが、F地区北端に発

し、やや蛇行しながら西から東へ施設されている。路幅は一定せず、1.Om前後の数値で広 くなったり狭 くなった

りする。断面 (S36)を 詳細にみると、路面中央がやや凹んでおり、漆喰の厚さは10cmに満たない。同期の石組

み暗渠 (SD39)の 天丼石を塗り込める程度のレベルに配されていた模様。

埋甕 (SP02)

御座之御間棟の北端で検出した埋甕である。遺存状態は不良。現存の最大径37cmで埋甕としては小型である。

素焼きではなく、器の内外面には鉄釉が施されている。小型で釉がかけられていることを考慮すると、手水鉢の
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ような機能を持っていた可

能性が考えられる。甕内は

②黒褐色粘質土、①黒灰褐

色粘質土の 2層 によって覆

われる。

埋甕 (SP03・ SP04)

御座之御間棟の西端で検

出した埋甕 2例。両者は約

1間 の距離 を保 って、建物

のす ぐ外側 に並存する。

SP03は 口緑下に羽を持ち、

口径 37cm、 器高32cm、 SP04

は現存の最大径62cm、 深さ

訂鵠_  sPo4    _

S35
8100-  sP02       ~

可

脚
「  脚
~U~

:品―π量誅r

図23 F地区遺構断面図 (S33・ 34。 S35は倍スケール)

54ёmo SP04に も羽が付されていたものと思われる。両者とも素焼き。現存する絵図には相応しないが、これらの

甕は便槽の用に供されていた可能性が高い。類例を城下の武家屋敷跡にみることができる。その場合、埋甕の規

模からみて、SP04は大用、SP03さ 小用の便槽であったと考えられる。覆土として、②黒褐色粘質土層、①黒灰褐

色粘質土層が識別される。

石組み雨落ち溝 (SD38)

御座之御間棟下で検出した L字に曲がる雨落ち溝。一部で4111石 の石組みが遺存する。溝幅は0.6m前後が復元さ

れ、本来は規模の大きな雨落ち溝であったと予想される。溝底は石敷きではなく、灰褐色粘土に玉砂を混ぜて叩

き締めており、その上に玉砂を敷 く。この溝は、御座之御間棟の建物の掘 り方に切られている。絵図と対照させ

ると、古い絵図つまり絵図分類の I、 Ⅱ期に存在 した御守殿の建物外周のす ぐ外側を、 lm余 の距離を保ってめ

ぐっていることが明らかである。御守殿に伴なう雨落ち溝 と考えて相違ないであろう。御守殿の存在を伝える数

少ない遺構の 1つである。

石組みの暗渠 (SD39)

表御殿の造営当初から存在 したと考えられる石組みの暗渠。北西方向から延々と流れ来たりて、漆喰路 (SS06)

に接するあたりで分岐し、 1条はそのまま真直に、もう1条は南西へ直角に折れる。直進した方の暗果は、その

ルー ト上部に近しい遺構が多く、それがどこまで続いているのか追認していないので不明。ただ、Ⅳ期以降、つ

まり御座之間棟が建立されて以降に、この棟の雨水 (おそらく樋 〔とい〕で集められたもの)を埋甕 (SP02)近

くで受け、それを石組み暗渠で SD39に流入させている。このあたりの事情は、断面観察 (S36)に詳しい。それ

をみると、まず直進する暗渠がレベルの低い位置に存在する。蓋石は遺存しないが、底石や側石は良く残ってお

り、側石を数段積んだ比較的大型のものであることがわかる。溝幅40cm、 深さ40cmを計る。掘り方の土として⑦

黄灰褐色粘質土層が充損され、溝内には⑥暗灰褐色粘質土層、⑤淡黒褐色粘質土層、④黒灰褐色粘質土層力り原次

堆積して埋没する。直進する暗渠と同期に、漆喰路 (SS06)も 並設された′点は既述した。その後Ⅳ期に至るまで

に③円砂層、②赤褐色粘質土層が層を重ねる。②層は整地層H2と 思われ、御座之御間棟の建立に伴なって敷か

れた土砂である。そして、これらを切り込む形で、ややレベルの高い位置に先述の雨水を集める石組み暗渠が施

設されス,。 暗渠は板石を多用し、まず側石を据えて底石を敷き蓋石を置く方式がとられている。溝内は小さく、
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幅20cm、 深さ20cmと 、と́もに直進する暗渠の半分の数値である。溝内には①黒褐色粘質土層が堆積する。

一方、南西へ直角に折れた暗渠は、当初は延々と直進するものであったと予測されるが、現況では御座之御間

棟に接するとともに流れを南東に変え、 3m余で再び南西へ振って建物下を流れ、C地区の石組み暗渠 (SD21)

に連接する。

石組み溝 (SD40)

F地区北端で検出した石組みの溝。自然石の面をそろえて佃l石 とし、底部は灰褐色粘土を叩き締めたもの。規

模は小さく、溝幅20cm、 深さ20cm余。調査区域外の北東より流れ来たりて、石組み暗渠 (SD39)に 流入する。

樋筋跡 (SD41)

北方のG地区より南へ流れ、 2度曲接して円形漆喰桝 (SX09)あたりで消失する小溝。G地区での断面観察に

より径 7 cm余の円孔が確認され、竹樋の跡かと推測した。当地区でも一部小溝内を掘開し、 2ヶ 所 (S380S39)

で断面観察を実施した結果、径の一辺が10cm余の方形断面からなる漆喰管が検出され、そのまわりに②径 5～ 10

cmの 円礫層を充損し、さらに上部には①円砂層を敷いていることが判明した。この小溝が運ばれる先に存在した

円形漆喰桝 (SX09)そ のものも支線水系の樋に伴なう桝であったと推定され、結論として、この小溝が樋筋跡で

あった可能性は高い。竹樋や細い漆喰管で導かれる支線水系の樋筋跡ではないかと考えるわけである。

石組み溝 (SD42)

高御廊下の直下で検出した石組み溝の跡である。溝幅40cm、 現存の深さ15cm、 側石の一部がわずかに遺存する。

溝内には②砂層、①暗灰褐色粘質土層が堆積する。②層の砂は径 l cm程度の円砂で、建物周辺の化粧用に敷きつ

められていた砂が流入したものと考えられる。この溝は、延長わずか 2m余を確認しただけであり、その機能の

詳細は不明。
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区地G

G地区は、表御殿奥向の北西過半、奥向のなかでも奥まった箇所一帯を占める。御客座敷棟 と藩主の く
つろぎ

空間である御座之間棟が鉤の手に連なり、その西方一帯には老女
。右筆 。中居など奥向を維持する人々の詰めた

部屋が集中し、最奥に待女達の部屋である長局が棟を連ねる。この長局は、時代
によって消長の著しい建物棟で、

絵図に表現されない建物の痕跡も多々検出された。絵図分類のⅣ期になると、御座之間棟
の東に、東屋 (あずま

や)風の簡素な 2階建ての建物である御亭 (お ちん)が建てられ、 V期には御客座敷棟 とF地区
の御座之御間棟

が高御廊下によって繋がる。そしてV期以降、御亭や御座之間棟が解体されて、そこに新 しく建物が建てられ
た

痕跡が認められる。

これらG地区の各建物が占めていた一帯は、背に彦根山 (金亀山)が大きくせまる地所である。かつて西側は

D地区に連なる谷筋であり、反対に北倶]は尾根が張 り出していた。 したがつて、尾根の張 り出す北 4貝」は尾根を削

り、その土砂が西側の谷筋に投入されて地均化が計られた。調査時、遺構面は大きく
3様が識別された。まず、

長局一帯は先述の要因で岩床が露呈する。ところが御座之間棟や御亭あ
たりまでくると、岩床は地中深 くに至っ

てようや く確認できるまでにレベルを下げ、その上に地均時の整地層 I(黄褐色粘礫層 )、 そし
て御座之間棟や御

亭建立時の整地層Ⅱ2(赤褐色粘質土層)次いでV期以降の建物の整地層Ⅱ l(黄褐色粘質土層)力潮贋次層を重

ねる。整地層H2と Ⅱ lの上面には、各建物の化粧に供されたと思われる円砂層が薄く介入して
いる。かつての

谷筋にあたる西イ員J一帯は、地均時の整地層 I(黄褐色粘礫層)が厚く堆積し、その上に整地層Ⅱl(黄褐色粘質

土層)が直接乗るか、その間に整地層Ⅱ 3(灰褐色粘質土層)が 1層 介入する。以下、このような整地層上に構

築された各遺構について、その概要を記することにしよう。

漆喰池 (SX10)

御座之間棟に面する坪庭に造られた漆喰池である。漆喰池は、長軸3.7m、 短軸1.6m、 最深部
0.4mの瓢箪形を

呈し、瓢箪のくびれ付近に漆喰で円形の中島 2島 を造り出している。最も深くなる箇所には甕
が埋め込まれてい

る。金魚など鑑賞用小魚のための寝床、あるいは水草の植込みの用途が考えられる。

漆喰池の壁面には、図示したように、人排水のための円孔が各 1孔ずつ穿たれて
いる。円孔は径 7 cm程度を計

り、竹製の管が挿入されていたものと予測される。水は、遠く油推卜口御間近く
の外堀 (現在の城東小学校裏手に

ある彦根警察署武道場付近)に ある元桝から樋で導いていたことが、絵図などにより知られる。それによる
と、

道路下を走る幹線系の樋として石樋
。木樋・竹樋そして新しく瓦樋が知られ、各屋敷へ分水された支線系の樋は

径の小さい竹樋などが主体をなしたようである。竹樋の場合、本報告の SX09。
SX12・ SX13の ような円形の漆喰

桝や木製駒を経て屋敷内に適宜細分水され、その 1条が本例の漆喰池に送水されて
いたものと予想される。

断面観察の結果、漆喰池を構築するに際して、まず掘り方を穿ち漆喰が打たれたと考えられ
るが、掘り方内に

は赤褐色粘土が充損されていた。赤褐色粘土で外型を作り、漆喰を打ったも
のと予想される。一方、漆喰池が放

棄された後、池内は②黒褐色粘質土層、①暗赤褐色粘質土層で覆われる。①層は整
地層Ⅱ 2に良く似た土層であ

り、おそらくその流入土であろう。層中には砂粒の混入も著し
い。

なお、坪庭を描いた絵図を詳細に観察すると、桜や桃などの樹木は描かれて
いるが、池の表現はない。漆喰池

の存在しない時期に描かれたものであろうか。

漆喰池 (SXll)

御客座敷 と長局の棟に挟まれ、両棟を結ぶ廊下などによって画された坪庭に設
けられた漆喰池である。全体に
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81800-

図24 漆喰池 (SX10)実測図

遺存状態が不良であるため、本来の形状を把握 し難い。最 も深 くなる中央付近に甕が 1つ配される。SX10と 同様

の用途が考えられよう。入排水路についても明らかでないが、わずかに北東及び南西方向に伸びる溝状のよごれ

が認められることから、いずれか一方が入水路、他が排水路であった可能性が考えられる。

断面観察により、この漆喰池が赤褐色粘土を外型として、その上に貼 り付けるように構築されたものであるこ

とが判明した。池内の覆土として②黒灰褐色粘質土層、①黒褐色粘質土層の2層が確認される。

坪庭を描いた絵図では、この坪庭のみ池が表現されている。ただ、それが漆喰池であるかどうかまでは判別で

きない。絵図に描かれた池には、池の周囲に景石が 6個め ぐり、池上のあつらえの棚には藤が蔓をからませてい

る。

円形漆喰桝 (SX12)

御座之間棟 と長局棟に挟まれた狭長な空間に設けられた円形の漆喰桝である。直径60cm、 現存の深さ25cm、 断

面はU字状を呈している。漆喰の厚さはおよそ10cm。 この漆喰桝は、支線系の分水箇所に設けられた桝の可能性

が高い。桝内は黒褐色粘質土の単純層で埋まる。

円形漆喰桝 (SX13)

SX12の す ぐ北西、長局の床下で検出した円形の漆喰桝。近代の撹乱溝に過半を切断されており、桝の直径は不

明。深さ35cm、 漆喰の厚さは上端面で 8 cmを 計る。この桝もSX12同 様に入排水口を見い出し得ないが、樋に伴 う

桝の可能性が高い。桝内は撹乱溝 (④黒灰褐色粘質土層、③礫・瓦等の投棄層、②黒灰褐色粘質土層、①黄灰褐

色粘質土層)に切られる形で、⑤黒褐色粘質土層が堆積する。
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方形漆喰桝 (SX14)

調査域の北端で検出した、狭長な

方形を呈する漆喰桝である。幅 60cm、

長さ4.9mを計る。深さは、上端まで

遺存する箇所がないため不明だが、

現存で20cm余。軸線は建物のそれに

沿っている。北西辺には、片口風の

捻り出し部が 2箇所に認められる。

絵図から判断して終始屋外の施設で  、

あった可能性が高 く、裏門から出入

する馬に対する施設、つまり飼葉桶  /

(かいばおけ)ないし水飲み場のよ

うなものかもしれない。いずれにし

ても、用途のはっきりしない施設で

ある。

漆喰桝 (SX15)

G地区南端で検出した漆喰製の桝。

漏斗状を呈 し、その中央には径 8 cm

余の円孔が穿たれる。この円孔は近

くを流れる石組み暗渠 (SD43)に 通

じている。どうやら排水を受けて、

暗渠に流すための施設であったようだ。この施設のす ぐ北には絵図分類 I・ Ⅱ期に釜屋
や湯殿があり、東には各

期とも便所があった。このあたりより出る雑排水が集められて、SD43に 流して
いたものと思われる。

瓦塀 (SA05)

表御殿の調査では、その全容を把握すべ く全域発掘を心がけたが、それがどうし
ても不可能な地所は、必要箇

所に トレンチを入れてその様相を探った。この瓦塀の跡は、G地区東端に内堀へ向かって延長するト
レンチを設

定した結果、検出した遺構である。当初の目論見どおり、東西および南北方向
の両瓦塀が接する箇所を検出する

ことができた6ただ、その遺存状態は良好とは言い難 く、基礎石も過半が欠損していた。基礎石を配するのに先

達ち、その位置を溝状に掘 り窪め、そこに灰褐色粘土を敷
いている。粘土は、基礎石を固定し面を揃えるための

処置と解される。基礎石を詳細にみると、一部に通有の基礎石とは異なり、切石を配し
た箇所が認められる。そ

の位置は、絵図にかかれた門の位置に符号する。

2連便櫂
'(SL06。

SL07)

G地区南端近 くで検出した 2連の便槽と考えられる遺構。絵図では、新旧面絵図とも「水流シ」と表現 されて

おり、絵図以降に構築された遺構である可能性が高い。便槽は桶を埋置したも
の。桶の径より1ま わり大きい隅

丸長方形の穴を掘 り、そこに桶を 2つ並置する。桶は縦板を円形に組み底板を付したも
の。SL06は縦板24枚 と底

板 4板、SL06は縦板の数は不明ながら底板は 3枚 を組む。桶の上端は腐植しており、そ
の口径や深さ等は不明。

底径は SL06が 1.lm、 SL07は 1.Omを 計る。両便槽 とも縦板各 1枚に方形の切 り込み (図 中矢印)が認められる。
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図25 漆喰池 (SXll)実測図
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その意図するところはわからない。

断面観察の結果、覆土として 6層が識別された。⑥黒褐色泥土層、⑤暗黄褐色粘土層、④暗黒灰褐色粘質土層、

③黄褐色粘質土層、②黒灰褐色粘土層、①黒灰色粘質土層の各層で、掘り方と桶との間は、整地層Ⅱ2と 同質
の

赤褐色粘質土が充損されている。⑥層の泥土は便槽として機能している時点の堆積らしく、
いささか臭気を伴う。

⑤層一①層はいずれものその後の投棄層。④層に礫や炭化物片が、②層に漆喰が、そして①層には径 5 cm程度
の

円礫がそれぞれ混入する。

4逼雪便櫂

'(SL08 0 SL09 0 SL10 0 SLll)
最も奥まった長局の北側で検出した 4連の便槽である。絵図分類のV期に長局へ付設された 4連便所に相応す

る遺構かと考えたが、位置が若千ずれている。調査時、桶などを埋置した明確な痕跡は認められず、ただ 4連を

一括掘りした土城が検出されたにすぎない。土城は、北西の石組み溝 (SD54)端 に発し、4。 2m南東方向へ掘り窪

める。幅1.Om前後、深さ0.4m。 底部を平担に収める。B地区の 4連便槽に痕跡が似ている。地山が岩床である

ので、掘削するのにも大変な労力を要したであろう。

断面観察の結果、土拡底部は黄褐色粘土に砂を混ぜて叩き締めていることが判明した。この上に桶を 4つ並地

して便槽としていた可能隆が高い。便所が放棄された後、おそらく便槽材は抜き取られ、そこに3層 の客土が投

入された。③暗灰褐色粘質土層、②灰褐色砂質土層、①黄灰褐色粘質土層の 3である。②
o①両層中には多量の

礫が混入している。

2連便槽 (SL12 0 SL13)

先述の 4連便槽のす ぐ北方で検出した 2連の便槽。周辺の遺構を切 り込んで構築される。絵図に相応するもの

が認められず、絵図以降の所為である可能性が高い。この便槽の場合、 2連 とは言え、便槽はそれぞれ単体 とし

て掘られている。平面プランは方形を呈し、掘開途中でテラスを設けて 2段掘 りとする。SL12は深さ1。 3m、 sL13

は1.Omを 計る。底部には、その中央付近に扁平な板石が 1つずつ置かれ、SL13では、板石 とテラスをつなぐよう

に本が酉己される。木は丸太を半裁したもので、中央に扶 りが、両端には面取 りが施される。用途は不明。

ところで、この便槽が掘開されるまでに、岩床を掘削して溝など何がしかの遺構が構築されていたようである。

ゃがてそれが放棄され、灰褐色粘質土層と赤褐色粘質土層の2層によって埋没した後、この便槽が新しく掘り込

まれた。断面図にみる変イ員]的な地山のあり様は、その過程を物語っている。

2連便櫂
'(SL14 0 SL15)

SL12・ SL13の東で検出した 2連の便槽である。本例も絵図に相応するものがなく、又、SL15は SL12に切られ

る関係にある。SL14・ SL15と も平面が円形を呈し、断面が浅い椀状を示すなど、先述の 2連便槽 とはいささか様

相を異にする。いかなる便槽が埋置されていたのか。SL14は径0.9m、 深さ0.4m、 sL15は径 1.Om、 深さ0。 5mを

計る。SL15の場合、便槽から北西方向へ伸びる深さ15cm余 りの浅い落み込みが付設されている。この落ち込みの

底部は平滑に漆喰が打たれる。遺存状態が悪 くて全容は想象すべ くもないが、漆喰床のような施設が付設されて

いた可能性がある。覆土は 2層が識別され、②暗灰褐色粘質土層、①灰褐色砂質土層が確認できる。

2連便櫂
'(SL16 0 SL17)

既述の 2連便槽 (SL12・ SL13)に 良 く似た 2連便槽である。おそらく同期に構築されたものであり、絵図作成

以降の比較的新しい時期の所産 と解される。便槽はそれぞれ単体に掘 り込まれる。平面プラ
ンは方形を呈 し、SL16

では北側にわずかなテラスが設けられている。SL16は深さ1.3m、 sL17は 0。 9m。 両槽 とも底部中央付近には扁平

な板石が 1つ置かれる。板石を配する意図はわからない。
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この 2連便槽は、周囲の各遺構をいずれも切って構築されている。例えば SL16では、その北を流れる石組み溝

(SD55)を 切 り込んでおり、SL17は その北西 と南東を走る石組み溝 (SD54と SD51)を それぞれ切断 している。

その詳細なあり様は、断面図 (S67)に示したとおりである。

2連便櫂:(SL18 0 SL19)

G地区北端で検出した 2連の便槽 と考えられる遺構である。便槽はそれぞれ単体に掘 り込まれる。平面プラン

は 1辺 1.4m余の隅丸方形を示し、深さは0。 3mと 浅い。岩床を掘削して構築したもの。底部は平担で、SL18に は

上部の平担な割石が 1つ配されている。この便槽は 2層の覆土で埋まる。②暗灰褐色粘質土層、①赤褐色粘質土

と角礫の混入層の 2層である。②層中には黄褐色粘土のブロック状混入が著しい。

埋甕 (SP05)

御客座敷棟の裏手、つまり御客座敷棟から長局へ渡る廊下の南4員Jで検出した埋甕。坪庭の片隅でもある。この

埋甕は、通常のものと様相をやや異にする。まず胴部上半で切断した甕を倒立させて埋置し、その上から、それ

より1ま わり大型の甕の、今度は胴部下半に切断したものを、倒立甕に接するように据える。倒立甕の底部は、

その中央が10cm余意識的に穿孔されている。両甕とも素焼きの製品で、大型のものには口縁下に羽がある。倒立

甕も完形時には羽を保持していた可能性が高い。

断面観察を行った結果、埋甕の掘り方には角礫を多含する黒灰褐色粘質土が充損され、甕内は④灰褐色粘質土

層、③黒褐色粘質土層、②黒灰褐色砂層、①灰褐色砂層の4層で埋まる。④層下の基底部は灰褐色粘土で叩き締

めているようである。

以上の′点からこの埋甕の機能を考える時、想起されるのが「水琴窟 (す いきんくつ)」 であろう。水琴窟は、通

常、底部を穿孔して倒立させた甕を地中に置き、穿孔部から水滴を落としてその反響音を楽しむ施設である。水

滴の落下点には、それを受ける受け皿のようなものが設けられる。又、甕の下には栗石や山砂が敷かれ、掘 り方

には反響音を殺さないよう角礫が充損される。本例の場合、倒立甕の外に一まわり大型の甕を置いてガー ドして

いるのは、反響音を考慮しての所為かもしれない。断定するまでの明確な根拠には恵まれないが、本例が設けら

れた位置関係から判断しても水琴窟の用に供された遺構である可能性が高い。

埋甕 (SP06)

SP05の北西佃]、 長局に渡たる廊下の長局側で検出した埋甕。甕の上部過半は欠損する。甕は素焼きの大型品

で、現存の最大径 60cm、 深さ40cmを 計る。用途は不明だが、底部が意識的に欠かれており、水甕など液体を留め

る用途には適さない。掘り方として黒灰褐色粘質土が充損され、甕内には②円礫・角礫換棄層、①灰褐色砂層の

両層が堆積する。

埋甕 (SP07)

SP06の北方、長局と塀に囲まれた小空間に設けられた埋甕である。甕の遺存状態は良好。甕は素焼きで比較的

小型のもの。日縁下に羽をもつ。口径33cm、 器高37cmを 計る。この甕も底部が意識的に欠かれている。掘り方と

して黒灰褐色粘質土が充損され、甕内には②円礫・角礫投棄層、①灰褐色砂層の両層が堆積する。

埋菱 (SP00)

長局の最も北側の部屋の床下で検出した埋甕。甕の上部を大きく欠損する。甕は素焼きで大型のもの。現存の

最大径60cm、 深さ36cm。 掘 り方として黒灰褐色粘質土が充損され、甕内には黒褐色粘質土が入る。黒褐色粘質土

は角礫が多く投入されており、炭化物片の混入も著しい。用途は不明。

埋甕 (SP09)
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G地区の南西端で検出した埋甕。このあたりは、奥向建物棟の南西辺を限る位置でもある。甕は内外面に鉄釉

を掛けた小型のもので、破損が著しく原形をとどめない。時期を問わず周囲に便所が林立する位置にあることを

考慮すると、手水鉢の用途に供された可能性が考えられる。

埋甕 (SP10)

SP09の西方で検出した埋甕。遺存状態が不良で、素焼きの甕の底部付近を残すのみ。本来は比較的大型の甕で

あったと思われる。絵図では連立する便所の位置にあたり、便槽として使用された可能性もある。

円形漆喰井戸 (S巨04)

2連便槽 (SL06。 SL07)の すぐ南側で検出した円形の漆喰井戸。このあたりはG地区南端近 くに位置し、絵図

をみると御中居部屋の北に設けられたわずかな空地に相応する。 2連便槽より古く、新 。旧両絵図ともこの井戸

の記載がある。井戸の最上部 (地上部)には直径0.9mの漆喰製井筒が乗る。井筒の高さは現存高で0。 4m弱。漆

喰の厚さは10cm余 を計る。井筒は、わずかにハの字を呈して下端が広がる傾向にある。この漆喰製井筒の直下に

は、縦板を円形に組んだ井側が存在する。縦板は幅10cm余、厚さ l cmに満たないものである。当初は井戸の完掘

をめざしたが、縦板の腐朽が著しく、縦板を30cm余検出した時′点で一部が崩落した。そのため完掘は断念せざる

をイ尋なかった。

断面観察で得た成果をもとに、この井戸の構築法を追認しておこう。井戸の掘り方は1.5m余の円形。掘り方

は、縦板の上端あたりまで⑥灰褐色砂質土が、次いでその上に⑤灰褐色粘土が入り漆喰製井筒が据えられる。そ

して④黒褐色粘質土が充損されて掘り方は完全に埋まる。④層中には炭化物片の混入が顕著である。一方、井戸

側の中は③暗灰褐色粘質土層、②黒褐色粘質土層、①黒褐色粘土層の各層によって埋まる。③層は一括投棄層と

考えられ、多量の石が混入している。②層には炭化物片が多含する。

なお、北西よりこの井戸に向かって 1条の石組み溝 (SD44)が流入しており、それは井戸を経て再び石組み溝

(SD45)に連接する。その間、井戸の周辺は石敷きの洗い場を形成していたようである。井戸の四周にみられる

1辺 5m余の正方形に近い浅い落ち込みが、そのプランを示しているものと思われる。ただ、石敷きの遺存状態

が悪く、洗い場の細部を明確に復元することは困難である。断面観察から、⑦黒灰褐色粘質土を落ち込み全域に

敷き詰め、その上に板石を配して洗い場としたことが推測される。板石の目地には灰褐色の粘土が詰められてい

た模様。絵図をみても、井戸の周辺には「水流シ」や「竹橡」の記載が散見され、そのことからも洗い場ないし

それに伴う石敷きであったことが裏付けられる。

円形割り貫き石積み井戸 (SE05)

連なる2棟の長局の、その間で検出した井戸。新 。旧両絵図に描かれている。井戸の構築に際して、まず幅1.

Om、 深さ4.4mに達する深い穴が掘られる。次いで、湧水をさそうためか、自然石が 3段積まれる。そして、縦

板を円形に組んで底のない細長い桶を作り、そっと石積みの上に据えている。縦板は幅10cm前後、厚さ2.5cm余の

いずれも柾目板で、それを25枚組んで桶とする。組み方がしっかりしており、接合面が確認できない程密着する。

上端から20cm余の位置にlヶ所、直径数cmの 円孔が穿たれている。湧水をさそうための穴というよりは、この桶

を設置する際の縄掛け用の穴と考えられる。桶が設置されると、桶の裏側につぎつぎと礫が投入される。最後に、

桶の上端30cm余を重ねながら今Jり 貫き石が積まれる。今Jり 貫き石は、凝灰岩系の石を、直径1.Om、 高さ0.5m、

厚さ6cm程度の円筒形に今Jり 貫いたもの。それが順次 6段 (最上段のものは、井戸を放棄する際、割って井戸に投

入していた)、 桶の 1ま わり外側に充損された礫の上に積まれる。桶と今Jり 貫き石の間隙には、灰白色粘土をつめ

て漏水を防いでいる。円筒形に今Jり 貫かれた石には、縦横から打ち込まれた基の痕跡が比較的規貝J性をもって残



っていた。高度な技術 と大変

な労力を要したものと思われ

る。又、石の下端には縄推卜け

用の決 りが lヶ所認められた。

ところで、井戸を掘開する

際、最もむずかしいのは、そ

の位置決定であろう。G地区

の場合、 SE04。 SE05は、 とも

に彦根山の旧谷筋に掘開され

ている。湧水を得るための配

慮であろう。ちなみに SE05

では、調査後放置すると、上

端より1.lmま で帯水する。

井戸の内には、①層―②層

に至る10層の土砂が堆積を重

ねている。①黒色泥土層、⑩

灰褐色泥土層、⑨灰白色粘土

層、③暗灰色粘質土層、⑦暗

黄灰褐色粘質土層、⑥暗灰褐

色粘質土層、⑤黒灰褐色砂質

土層、④円砂層、③漆喰層、

②黒灰褐色粘質土層、①黄褐

色粘質土層である。各層中で、

井戸がいまだ機能している段

階での堆積土は①層のみ。層

中より釣瓶や木札などが出土

している。⑩層以上は投棄層。
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図28 円形割り貫き石積み井戸 (SE05)実測図

⑩層中には礎石やこの井戸の今Jり 貫き井戸側片それに壁土などが混入している。

ところで、この井戸の北西には平面が3.8× 1.6mの隅丸長方形、深さ0。 6mを 計る土城が穿たれている。用途は

不明。ただ、絵図では各期とも竹橡の張り出し部が設けられていた箇所に相応する。溜桝風の施設であろうか。

土城内には 5層の覆土が確認される。⑤灰褐色粘質土層、④黒灰褐色粘土層、③暗黄灰褐色粘質土層、②暗黄褐

色粘土層、①黒褐色粘質土層である。③層と①層中には炭化物片の混入が著しく、建物の解体時の土砂の流入が

主体をなしているものと思われる。

焼土IFA(SK00)

G地区南端、御鎖口を隣りにひかえた、表向の最奥部に位置する。絵図をみると、 I・ Ⅱ期には便所であり、

V期になって御守殿となった位置に相応する。土拡は直径1.2m、 深さ0。 5m、 断面椀状を呈す。土城内には 9層

5種の土砂が堆積を重ねて埋没している。それらは⑤黒褐色泥土層、④黒灰色粘質土層、③焼土層、②砂層、①
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黒灰褐色粘質土層からなり、③層と②層は同質のものが幾度か層をなす。これらの土層は、③焼土層を境として、

つまり5層 目を境にして、上下に大別できるようである。下部は砂をはさんだ黒灰色系の粘質土層、上部は赤く

焼けた焼土ブロックと砂が互層をなしている。絵図との相関から、この土城は、便槽を置くために掘開され、の

ち放棄されて土砂が入れられたと考えられる。土砂の投入に際しては、砂層を挟んで埋めるように配慮していた

ようであるが、上部では焼土層と砂層が互層をなした。この焼土層が多量に生み出される要因として、湯殿との

関係が想起される。ただ、湯殿そのものは竃をもたないので、焼土が生み出されるわけではない。近 くにあった

竃の焼土が入ったのであろうか。

窪:(SK09)

焼土拡 (SK08)の西方で検出した竃である。古い絵図 (I・ II期 )には、この竃の位置に御釜屋、その北東側

の部屋には御湯殿の称が認められる。おそらく御釜屋で湯を沸かし、その湯を御湯殿まで樋で送るか桶で運んで

いたものと思われる。つまり、御爺屋は竃を使って湯を沸かす所、隣の御湯殿は湯浴する所という機育ヒ分けがな

され、取 り湯式の入浴方式が取られていたと予測される。

検出した竃は、御釜屋室内のやや北西よりに位置する。竃の構造は、穴を掘 り、そこにスサ入 り粘土を積んで

漆喰で化粧をほどこした、いわゆる粘土竃であったと考えられ、南東イ貝]を焚口とする石組みが遺存している。穴

の直径1.7m、 石組みの直径は1.3m余を計る。断面観察により、11層 8種が確認された。③暗黒褐色粘質土層、

⑦整地層Ⅱ l、 ⑥黒褐色粘質土層、⑤黒灰褐色粘質土層、④灰褐色粘質土層、③焼土層、②漆喰層、①黄灰褐色

粘質土層が層を重ねる。⑦・⑥・⑤ o①各層中には炭化物片が多量に混入している。石組みが③焼土層上に乗る

ことから、竃は少なくとも一度造り替えて維持されたと想像される。石組みの各石は、いずれも火を受けて赤黒

く焼けており、幾状もの亀裂が入っている。竃の上部は欠損しているため不明だが、湯殿の湯を賄う必要からも、

相当大規模なものであったと思われる。

板組み土lFA(SK10)

最も奥まった長局の床下位置で検出した板組みをほどこした土城。石組み暗渠 (SD51)が機能を失って埋めら

れる際、その穴を利用して構築されたものと考えられ、のちには、この土城上を石組み溝 (SD60)が走ることに

なる。土城の規模は、平面が3.9× 1.lm、 深さ0。 7m。 この土城内一ぱいに箱形に板が組まれて納まる。板の遺存

状態は余り良くないが、板を組む際に打ち込まれた釘が良く残っており、それから木箱の規模を復原すると、平

面が3.6× 0.9m、 深さ0。 4m以上を計る。底板は、長さ90cm、 幅30cm前後、厚さ 7 cm余の板材12枚ないし13枚を「あ

い釘」又は「かすがい」を使って連結し、その上に佃」石と木口板を乗せ、底板の下から上向に向かって釘を打ち

込んで固定する。木口板はllll板の内側に入るようにし、側板の外から内方に向かって釘を打つ。「あい釘」は長さ

10cm前後のものが使用され、通常の釘の長さ10数cmの ものと20cm弱の 2種で、頭はT字形を呈する角釘である。

長い方の釘は、各コーナーの要所に計画的に打たれている。天丼板の存在は確認できない。この板組み土城は、

いったいどのような用途に供されたのであろう。地下貯蔵穴などの用途が想起されるが、当地が長局であること

を考えるといささか疑間である。この土城は、放棄後 5層が堆積して埋没する。⑤黒褐色泥土層、④暗黄褐色粘

土層、③暗黒灰褐色粘質土層、②黄褐色粘質土層、①黒灰色粘質土層の各層である。

撹乱拡 (SKl1 0 SK12)

調査区北側で検出した大型の撹乱城 2例である。平面はともに10m前後の楕円形プランを呈し、最深部0.7m余

の皿状断面。戦後、当地にサーカス団が来た際、掘削したものと言う。撹乱下の遺構の残存状況を確認するため

十字のトレンチを入れ、遺構の遺存する箇所については、その広がりに応じて撹乱土を排除した。
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土拡 (SK13)

G地区北端近 くで検

出した 3連の土城。岩

床を掘削して構築され

る。ゴ帥」の土城が最 も

古 く、次いで南側のも

の。東側が最 も新 しい。

北側と南佃」の土城につ

いては断面観察を実施

したが、②黄灰褐色粘

質土と角礫の混入層、

①暗灰褐色粘質土層の

2層が北側の覆土、③

黒灰褐色粘質土層の単

純層が南側の覆土であ

る。北佃」の土拡は、底

部中央で一度隆起して

いるのがわかる。

石組み暗渠 (SD43)

表向と奥向の建物間

を縫って流れる石組み

暗渠。SD35か ら流れを

受け、石積み貯水槽

(SF06)で一端貯めら

れた水を再び流す暗渠

である。流れはしだい

に比高を減じて漆喰槽

(SX01)あたりで土中

に沈潜する。未確認な

がら、土中深くを走る

暗渠に連接して、最終

的には堀に流れ込んで

いるものと予想されて
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図29 板組み土IFA(SK10)実 測図

いる。SD43は 、流域で、漆喰桝 (SX15)を 介して、湯殿や便所の手洗いなどから出る雑排水を受け入れていた。

石組みは、蓋石まで残る箇所は少ないが、全体 として遺存状態は良好である。側石は 1段積み。底には大小の板

石が敷き詰められる。幅20cm、 深さ20cm前後。

断面観察の結果、掘り方内には③黒灰色粘質土が充損され、蓋石を配してのち、その上に①黒灰褐色粘質土が
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図30 攪乱鉱 (SKl1 0 SK12)断 面図

乗る。又、暗渠内には②黒褐色粘質土が堆積する。この土層中からは炭化物片が多量に出土した。

石組み溝 (SD44)

奥向建物棟の西端近 くで検出した石組み溝。北西より南東方向に真直な流路を刻み、比較的古 くから存在した

と考えられる。側石は 1な いし数段積み上げており、灰褐色粘土を叩き締めて底部 とする。溝幅 0。 4m、 現存の高

さ0.3m。 建物下を流れる際には、蓋をして暗渠の機能をもたせていた可能性が考えられる。

石組み溝 (SD45)

先述の SD44は 、そのまま真直 ぐ下がって円形漆喰井戸 (SE04)の洗い場を通 り、この石組み溝 (SD45)に 連

接する。SD45は 、そのまま 5m余流れた後、建物下を北東または南東へ曲折して C地区 SD20や G地区 SD50に つ

ながるものと予想される。側石は 1段、底は板石を敷き詰める。溝幅0.4m、 高さ0`2m、 建物下の石組みはほと

んど欠損しており、不明な点が多い。

石組み暗渠 (SD46)

SD44の 北側で検出した暗渠。北方より来て、 2度曲折し、流れを北東に変える。ただ、 7m余流れた所で、同

じ石組み暗渠の SD48下に重なるため、その先は不明。この暗渠は比較的深い所で検出したもので、暗渠に達する

までに薄い整地層を幾層も剥ぎ取らねばならなかった。相当古い暗渠と考えられる。溝幅0.4m、 深さ0.3mと ゃ

や規模の大きなものである。暗渠に底石はなく、灰褐色粘土を叩き締めて底部 とする。4111石 と蓋石は大型の自然

石を使用したものが目立つ。

石組み溝 (SD47)       l        '                  |

円形今Jり 貫き石積み井戸 (SE05)の 西方で検出した溝。流れを北西より南東方向に保つ。北西端は撹乱にはば

まれるが、その規模やレベルなどから判断するとSD51に連接 していた可能性が高い。南東端は石積み貯水槽

(SF09)に一度貯められる。側石 1段、底部は灰褐色粘土の叩き底。溝の掘 り方は1.2m、 幅 0。 4m、 現存の深さ

0.2mを それぞれ計る。掘 り方には④黄灰褐色粘質土が充填され、覆土として③黒褐色粘質土層、②灰褐色砂質土

層、①黒灰褐色砂質土層が識別される。③
o②両層中には炭化物片の混入が著しい。



石組み溝 (SD48)

石組み貯水槽 (SF09)の 位置に端を発 し、漸次南西に流れ次いで南東に長 く流路を刻んで御客座敷棟の裏側を

走る石組みの溝。現在は底石のわずかな部分を残すのみ。底石の目地には灰褐色粘土が入る。この石組み溝は溝

底が他の溝より0。 2m程度高い位置にある。

石組み溝 (SD49)

石積み貯水槽 (SF09)よ リオーバーフローした水を北東に流す溝。この溝は、最も奥まった長局の南東辺に沿

っており、この棟の雨落ち溝を兼ねていた可能性が考えられる。北東方面は撹乱を受けて遺存しないが、SD52に

連続するものであつたかもしれない。この溝は遺存状態がおしなべて不良であり、側石の一部を残すにすぎない。

溝の規模は SD47に 同じく、幅0.4m、 深さo。 2m程度が想定される。

石組み溝 (SD50)

御客座敷棟の東、高御廊下の下で検出した石組み溝。規模は小さいが、遺存状態は良好である。遠 くSD45や

SD48か らの流れを受けているものと考えられる。側石 1段、底には小さな板石が敷き詰められている。溝幅0.2

m、 深さ0.2mを計る。この溝は、途中で流れをやや東に振 りながら漸次レベルを下げ、終に暗渠となって土中に

沈潜する。

石組み溝 (SD51)

G地区北西端近 くを、南西から北東へと流れる溝である。南西 1員 Jは比較的遺存状態が良好だが、北東側は後世

の各遺構によって切 り込まれ、当初の面影をほとんどとどめていない。ただ、直線的な流路を刻み、SD54に 切 ら

れる箇所で消失する。この SD51は 、直交する溝 SD47・ SD60。 SD53な どと連続し、この一帯では最も古相を示す

一群の溝であったと思われる。溝底は灰褐色粘土に砂を混入して叩き締めている。溝幅0.5m、 側石は現在 1段を

数えるだけであるが、さらに 1段程度積み重ねていた可能性も考えられる。掘り方として④暗灰褐色粘質土と岩

床片の混入層力り贋次層を重ねる。③層はいまだ溝として機能している時点での堆積層と考えられる。

石組み溝 (SD52)

SD51と 直交する溝の 1つである。南東側は撹乱土城 (SKll)に破壊されており、流れのゆくえを把握し難い

が、南西に折れて SD49に連続している可能性が考えられる。溝底は、当初は SD51に 同じ粘土の叩き底だが、途

中から小さな板石を敷き詰めたものに変様する。溝幅0.4m、 側石は現状で 1段。かつてはもう少し積まれていた

可能性もある。掘り方に③暗灰褐色粘質土と岩床片が充損され、溝内には②灰褐色粘質土層、①黄灰褐色粘質土

と岩床片の混入層が堆積する。

石組み溝 (SD53)

G地区北端、SD51と 直角に連接する溝の 1条である。南東側は新しい遺構に阻まれて未確認だが、撹乱土城

(SK12)の部分掘開によって、その延長部と思われる溝跡が一部顔をみせており、当初は直線的な流れを延々と

築いていたものと予測される。溝は大型で、掘り方の幅2.2m、 溝幅0.7m、 深さo.6m、 溝底は灰褐色粘土に砂を

混ぜて叩き締めたもの。側石は自然石の面をそろえて 2段積みとする。掘り方に③暗灰褐色粘質土と岩床片が充

損され、溝内には②灰褐色粘質土層、①黄灰褐色粘質土と岩床片の混入層が堆積する。

石組み溝 (SD54)                                  |

表御殿の北西を限って流れる石組みの溝。同様の機能を持っていた SD51よ り時期が新しく、SD51の後補と考え

られる。この溝は、最終的には裏門を出て、そこに掛かっていた橋の下あたりで内堀に流れ込んでいる。溝幅0.

6m、 側百は 2ないし数段積まれ、深さ0.5m余。溝底は灰褐色粘土に砂を混ぜて叩き締めたもの。溝内には 3層
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が堆積し、③黒色炭化層、②暗灰褐色粘質土層、①黄灰褐色粘質土と岩床片の混入層が層を重ねる。③層は周辺

の建物が解体 。消却された際の堆積層であろう。

石組み溝 (Sp55)

SD54と 同期に造られたと考えられる溝。SD54よ り10cm余浅く、かつ直交して施設される。SD55は幾度か曲折

しながら、最終的には SD56に連続する溝であるが、連接音ヽあたりは 2条に分岐しており、当初からSD56に連続

していたかどうかは不明。溝幅0.4m、 側石は 2段積みで、深さ0.6m余を計る。溝底は粘土の叩き底。溝内には

③黒色炭化層、②暗灰褐色粘質土層、①黄灰褐色粘質土と岩床片の混入層。いずれもSD54の堆積土に同じであ

る。建物 (長局)の外周をめぐる溝か。

石組み暗渠 (SD56)

SD55に連接し、F地区 SD39ま で延々と流れを導 く暗渠。途中で SD57や SD58か らの水を受け、逆に SD59に分

岐する。ところで、SD56は SD57の 水を受けるまでは、SD55に 同じく溝 (開渠)であったと思われる。その間の

溝幅0.4m、 側石は 2段程度で深さ0.4m余を計る。溝底には小さな板石が敷かれる。そして、SD57の水を受ける

箇所に至 り、断面 (S74)と して図示したごとく、石積み貯水槽風に 1ま わり広 く深 くなっている。そこを経過

直後から、溝は狭まり、側石 も 1段で、天丼に蓋が施されて暗渠となる。上部に構築される建物が意識されたの

であろう。断面 (S73)を みると、暗渠の底部は粘土を叩き締めたものになり、幅0.3m、 蓋石までの深さ0.3m

を計る。暗渠内には④焼土層、③灰褐色粘土層、②黒灰褐色粘質土層が堆積し、蓋石上に①黄褐色粘質土層が乗

る。③層中には炭化物片の混入が著しい。

雨落ち溝 (SD57)

G地区北端に設けられた建物の、北西辺の雨水を受ける雨落ち溝と考えられる。遺存状態は不良であり、底石

と側石の一部が確認されるにすぎない。この水は、最終的には SD56に 流入する。SD56の 流入回は、貯水槽風に一

まわり広く深くなり、溝底の比高差0.4m余を計る。

石組み暗渠 (SD58)

SD56に 流れ込む小さな暗渠。長さ 3m余を確認したにすぎない。溝幅0.2m、 側石は 1段で深さ0。 lm。 底石・

蓋石 ともに板石が据えられている。

石組み暗渠 (SD59)

G地区東端近 くで、SD56か ら分岐する暗渠。急激にレベルを下げており、現状では 3m余を検出したにすぎな

い。この暗渠は比較的大型で、しっかり造られている。暗渠の幅0.5m、 側石の上には蓋石が乗 り、蓋石の目地に

礫や粘土を詰めている。断面観察 (S72)を 実施したところ、暗渠の埋土として②黒灰褐色粘質土層、①砂礫層

の 2層が確認された。ところで、この暗渠を切り、暗渠と交叉する形で、竹樋の痕跡を発見した。竹樋の痕は直

径 7 cm程度の空洞となっている。F地区 SD41に連続するものである。

石組み溝 (SD60)

G地区北西端、SD54に 直交する形で端を発し、南東方向に直線的な流路を刻む溝である。南東端は石積み貯水

槽 (SF07)に 入る。この溝は、現在は底石を残すのみ。溝底が周囲の他の溝より0.2～ 0。 4m高い位置にある。溝

底の部材は板石を基本とするが、漆喰板や瓦片となる箇所が認められる。目地には灰褐色粘土が充損される。

石積み貯水槽 (SF07)

B地区 SF02、 D地区 SF04な どと同様の浅く広い石積み貯水槽である。SD60な どの水を一度受け、汚泥を沈殿

させて上水のみ再流出していたと考えられる。規模から判断すると、洗い場の機能を兼ね備えていたかもしれな
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い。1辺 3m余、側石には 1段のみ遺存しており、現存の深さ0.2m。 槽内は、②黒灰褐色砂質土層、①暗黄灰褐

色粘質土層の両層により埋没する。②層中には炭化物片の混入が著しい。

石積み貯水槽 (SF08)

SD44の水を受ける貯水槽。一辺が lmに近い方形を呈していたと考えられるが、現在は側石の一部と底石を残

すのみ。底石は比較的平担な石が敷きつめられる。この貯水槽の20cm余直下から、 1ま わり大きい同様の貯水槽

が検出された。どうやら、下の貯水槽を一度埋めて、その上に小型でやや浅い貯水槽を新設したようである。こ

の貯水槽で汚泥を除去した上水は、SE04の横にある洗い場を抜けてSD45に 流入する。

石積み貯水槽 (SF09)

SD47の水を一度貯め、上水のみ再び SD49へ と流す貯水槽。貯水槽は1辺 1.Omの方形プラン(一部後世の撹乱

により欠損)を呈し、深さは現状で0。 4mと 比較的浅い。流入。流出するするSD47・ SD49の溝底はともに本来は

粘土底であるが、貯水槽付近のみ石敷きとして溝底が洗われないように配慮している。貯水槽と溝底の比高差は

0。 lm余。

土居断面 (S79)

北東に拡張したトレンチの延長線上の土居について、そこを断ち割り、断面観察を実施した。断面観察では、

土居の盛土部分にとどまらず、それ以下の基底部についても極力観察するように努力した。その結果、土居の下

は、⑤黄褐色粘礫層と③灰褐色粘土と黒紫色粘土のプロック状混入層が、それぞれ20cm前後の厚さで互層をなし

ていることがわかった。⑤層は表御殿造営に伴う整地層 Iである。彦根山を削平した際の土砂であった。一方③

層は、堀の土を掘開した際の土と考えられる。本来は泥土。特に黒紫色粘土は腐植化が著しい。表御殿造営以前、

当地は湿地が山にせまっていたと予想したが、③層の土砂は、そのことを具体的に示す証左となろう。とまれ、

土居の基底部は、堀を掘開するために取り上げた泥土と彦根山の山土を交互にはさんで固めていたことがわかる。

そして、これらの互層上に⑦層が薄く層をなす。この層は、先の黒紫色粘土の単純層。⑦層上に土居の土力り瞑

次積まれる。土居の土も、既述の基底部のあり方に良く似た⑤層と⑥層の互層。⑤層は先の基底部に同じ整地層

I層。⑥層は灰褐色粘土の単純層。やはり⑤層が彦根山の山土、⑥層は堀の泥土であったと考えられ、両者が累

々と層を重ねて土居となる。

ところで、建物側では③層上に⑨砂層が介入する。この層は築き固めたように良く締まっており、おそらく遺

構面の砂敷層と考えられる。その上⑥
′が乗る。この層は⑥層に色調の似た整地層Ⅱ3層。この土居の堆積後、栗

石の詰った④層が深く切り込んでいる。この④層は、本来、土居の内側を走っていた石垣の痕跡を示すもので、

現況では石垣が抜き取られて、その裏込め石であった栗石のみ遺存していたことを示している。③層は明治以降

のコンクリートU字溝の跡。② o①両層は表土層。①層が落ち込んでいる箇所は、樹根による撹乱である。

言主

①谷口 徹「彦根藩の能舞台について」 (『彦根域博物館研究紀要』第 1号 1988)

②山崎静太郎「能舞憂雑考」 (『建築雑誌』283号 1910)、

山崎静太郎「能舞皇新古鑑別の事」 (『建築雑誌』285号  1910)、

山崎静太郎「能舞皇の背景に就いて」 (『建築雑誌』288号  1910)、

山崎静太郎「能舞皇の歴史及債値」 (『建築雑誌』 294号 1911)、

山崎静太郎「能舞憂の歴史及債値 (承前完結)」 (『建築雑誌』296号  1911)、

③谷口 徹「特別史跡彦根城跡発掘調査報告書――彦根市立彦根西中学校校内武家屋敷跡」(『彦根市埋蔵文化財調査報告第11集』

彦根市教育委員会 1985)
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